
日
中
「
正
常
な
軌
道
」
確
認

る
と
持
論
を
展
開
。
日
米
貿

易
交
渉
で
譲
歩
を
迫
る
狙
い

も
あ
り
そ
う
だ
。

　

菅
義
偉
官
房
長
官
は
２
７

日
の
記
者
会
見
で
「
全
体
と

し
て
見
れ
ば
、
日
米
双
方
の

義
務
の
バ
ラ
ン
ス
は
取
れ
て

お
り
、
片
務
的
と
の
指
摘
は

当
た
ら
な
い
」
と
述
べ
た
。

　

ト
ラ
ン
プ
氏
は
電
話
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
で
「
日
本
が
攻
撃

さ
れ
た
ら
米
国
は
第
３
次
世

界
大
戦
を
戦
う
だ
ろ
う
。
米

国
は
、
い
か
な
る
犠
牲
を

払
っ
て
も
日
本
を
守
る
。
そ

れ
な
の
に
米
国
が
攻
撃
さ
れ

た
と
き
、
日
本
は
そ
の
状
況

を
ソ
ニ
ー
の
テ
レ
ビ
で
見
て

い
ら
れ
る
」
と
話
し
た
。

　

こ
の
後
、
ト
ラ
ン
プ
氏
は

２
０
カ
国
・
地
域
首
脳
会

議
（
Ｇ
２
０
大
阪
サ
ミ
ッ

　
【
共
同
】
安
倍
晋
三
首
相
は
２
７
日
、
中
国
の
習
近
平
国
家
主
席
と
大
阪
市
で
会

談
し
、
習
氏
が
来
春
に
国
賓
と
し
て
日
本
を
訪
問
す
る
方
針
で
一
致
し
た
。
首
相

が
訪
日
を
要
請
し
、
習
氏
は
応
じ
る
考
え
を
示
し
た
。
来
年
３
〜
４
月
が
念
頭
に

あ
る
。
両
首
脳
は
日
中
関
係
が
一
時
の
対
立
状
態
か
ら
「
正
常
な
軌
道
に
戻
っ
た
」

と
確
認
。
２
８
日
開
幕
の
２
０
カ
国
・
地
域
首
脳
会
議
（
Ｇ
２
０
大
阪
サ
ミ
ッ
ト
）

成
功
へ
連
携
を
図
る
方
針
も
申
し
合
わ
せ
た
。

金
委
員
長
に
日
本
の
立
場
伝
達

習氏、来春国賓訪日へ
防
衛
義
務
は
一
方
的

米
大
統
領
、
日
米
安
保
に
不
満

Ｊ
Ｏ
Ｃ
新
会
長
に
山
下
氏

東
京
五
輪
へ
組
織
立
て
直
し

日
本
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
の
新
会
長
に
選

出
さ
れ
、
記
者
会
見
す
る
山
下
泰
裕
氏
＝

２
７
日
午
後
、
東
京
都
新
宿
区
（
共
同
）

南
海
高
野
線
の
極
楽
橋
駅
に
お
目
見
え
し
た
「
風
鈴
ト
ン

ネ
ル
」
＝
２
７
日
、
和
歌
山
県
高
野
町
（
共
同
）

方
的
だ
と
の
強
い
不
満
を
表

明
し
た
。

　

米
ブ
ル
ー
ム
バ
ー
グ
通
信

は
２
４
日
、
ト
ラ
ン
プ
氏
が

最
近
、
日
米
安
保
条
約
は

不
平
等
だ
と
し
て
、
私
的
な

会
話
で
破
棄
に
言
及
し
た
と

報
道
。
日
米
当
局
は
強
く
否

定
し
た
が
、
ト
ラ
ン
プ
氏
は

改
め
て
こ
の
問
題
を
持
ち
出

し
、
米
側
の
負
担
が
重
す
ぎ

　
【
ワ
シ
ン
ト
ン
共
同
】
ト

ラ
ン
プ
米
大
統
領
は
２
６

日
、
Ｆ
Ｏ
Ｘ
ビ
ジ
ネ
ス
テ
レ

ビ
の
電
話
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で

「
日
本
が
攻
撃
さ
れ
た
ら
米

国
は
日
本
を
守
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
が
、
米
国
が
攻
撃

さ
れ
た
と
き
日
本
は
わ
れ
わ

れ
を
助
け
る
必
要
が
な
い
」

と
述
べ
、
日
米
安
全
保
障
条

約
に
基
づ
く
防
衛
義
務
は
一

　
【
共
同
】日
本
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
委
員
会
（
Ｊ
Ｏ
Ｃ
）
は

２
７
日
、
東
京
都
内
で
評
議

員
会
と
臨
時
理
事
会
を
開
い

て
役
員
を
改
選
し
、
柔
道
の

五
輪
金
メ
ダ
リ
ス
ト
、
山
下

泰
裕
氏
（
６
２
）
を
新
会
長

に
選
出
し
た
。
２
０
２
０
年

東
京
五
輪
招
致
疑
惑
で
フ
ラ

ン
ス
司
法
当
局
の
捜
査
対
象

と
な
っ
て
い
る
竹
田
恒
和
氏

（
７
１
）
は
任
期
満
了
で
会

長
を
退
任
し
た
。

　

東
京
五
輪
ま
で
１
年
余
り

と
な
っ
た
中
で
の
ト
ッ
プ
交

代
は
極
め
て
異
例
。
抜
群
の

実
績
と
知
名
度
が
あ
る
山
下

氏
の
下
で
早
急
な
組
織
の
立

て
直
し
を
図
る
。
山
下
氏
は

記
者
会
見
で
「
責
任
の
重
さ

を
痛
感
し
て
い
る
。
心
を
一

つ
に
し
て
大
会
を
成
功
に
導

い
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
所
信
表
明
し
た
。

　

歴
代
最
長
の
約
１
８
年
に

わ
た
っ
て
会
長
を
務
め
て
き

た
竹
田
氏
の
続
投
が
既
定
路

線
だ
っ
た
が
、
国
内
外
で
批

判
が
高
ま
り
退
任
に
追
い
込

ま
れ
た
。
山
下
氏
は
近
年
ス

ポ
ー
ツ
界
で
相
次
ぐ
不
祥
事

に
も
触
れ「
ガ
バ
ナ
ン
ス（
組

涼
し
げ
「
風

鈴
ト
ン
ネ
ル
」

平
等
意
識
高
ま
る
、
若
者
白
書

身
を
切
る
改
革
で
増
税
凍
結

維
新
、
参
院
選
公
約
発
表

　

会
談
で
習
氏
は
今
月
２ 

０
、２
１
両
日
に
北
朝
鮮
を

訪
問
し
た
際
、
金
正
恩
朝
鮮

労
働
党
委
員
長
に
日
朝
関
係

に
関
す
る
日
本
の
立
場
を
伝

え
た
と
説
明
し
た
。
首
相
に

対
し
、
日
本
人
拉
致
問
題
を

含
め
、
日
朝
関
係
改
善
に
強

い
支
持
を
表
明
し
た
。
会
談

に
同
席
し
た
西
村
康
稔
官
房

副
長
官
が
明
ら
か
に
し
た
。

　

習
氏
は
Ｇ
２
０
サ
ミ
ッ
ト

出
席
の
た
め
２
０
１
３
年
の

国
家
主
席
就
任
後
、
初
め
て

来
日
し
た
。
副
主
席
当
時
の

０
９
年
に
来
日
歴
が
あ
る
。

主
席
の
来
日
は
１
０
年
の
胡

錦
濤
氏
以
来
と
な
っ
た
。
首

ト
）
に
出
席
す
る
た
め
米
国

を
出
発
し
た
。
出
発
前
、
記

者
団
に
「
ロ
シ
ア
や
中
国
な

ど
多
く
の
国
々
（
の
首
脳
）

と
会
う
。
多
く
の
国
は
こ
れ

ま
で
米
国
を
利
用
し
て
き
た

が
、
も
は
や
（
利
用
さ
れ
る

こ
と
は
）
全
く
な
い
」
と
強

調
。
各
国
首
脳
と
の
会
談
を

通
じ
、
米
国
の
国
益
を
追
求

す
る
考
え
を
改
め
て
表
明
し

た
。

　

一
方
、
シ
ュ
ラ
イ
バ
ー
国

防
次
官
補
は
２
６
日
の
講
演

で
、
ト
ラ
ン
プ
氏
が
日
米
安

保
条
約
に
不
満
を
示
し
た
こ

と
に
関
連
し
「
日
本
は
非
常

に
重
要
な
パ
ー
ト
ナ
ー
だ
」

と
強
調
。
日
米
関
係
に
悪
影

諫
早
「
閉
門
」
判
決
確
定

最
高
裁
で
初
、
漁
業
者
敗
訴

　
【
共
同
】
国
営
諫
早
湾
干

拓
事
業
（
長
崎
県
）
で
潮
受

け
堤
防
の
排
水
門
を
閉
め
ら

れ
、
漁
業
不
振
に
な
っ
た
と

し
て
、
諫
早
湾
や
周
辺
の
漁

業
者
が
排
水
門
を
開
く
よ
う

求
め
る
な
ど
し
た
２
件
の
訴

訟
で
、
最
高
裁
第
２
小
法
廷

（
菅
野
博
之
裁
判
長
）
は
漁

業
者
の
上
告
を
退
け
る
決
定

を
し
た
。
漁
業
者
敗
訴
が
確

定
し
た
。
２
６
日
付
。「
閉

門
維
持
」
が
最
高
裁
で
確
定

す
る
の
は
初
め
て
。
裁
判
官

相
と
習
氏
の
会
談
は
１
０
回

目
。

　

首
相
は
会
談
冒
頭
「
日
中

関
係
は
完
全
に
正
常
な
軌
道

に
戻
っ
た
」
と
の
認
識
を
表

明
。「
来
年
の
桜
の
咲
く
頃
、

習
氏
を
国
賓
と
し
て
日
本
に

お
迎
え
し
、
日
中
関
係
を
次

の
高
み
に
引
き
上
げ
た
い
」

と
述
べ
た
。
習
氏
は
招
請
に

謝
意
を
伝
え
「
良
い
ア
イ
デ

ア
だ
」
と
賛
同
し
た
。

　

両
首
脳
は
日
中
が
「
永
遠

の
隣
国
」
と
し
て
、
首
脳
間

を
含
む
ハ
イ
レ
ベ
ル
の
相
互

往
来
を
強
化
す
る
こ
と
で
一

致
。
首
相
は
、両
国
間
で「
競

争
か
ら
協
調
へ
」
な
ど
の
原

則
が
維
持
さ
れ
て
い
る
と
し

て
「
日
中
関
係
が
新
た
な
発

展
を
得
つ
つ
あ
る
こ
と
を
歓

迎
す
る
」
と
も
述
べ
た
。

　

会
談
で
首
相
は
米
中
貿
易

摩
擦
を
巡
り
、
米
国
が
求
め

る
中
国
の
自
国
企
業
へ
の
補

助
金
見
直
し
や
、
知
的
財
産

権
侵
害
な
ど
へ
の
対
応
を
要

請
。
２
９
日
の
米
中
首
脳
会

中国の習近平国家主席（右）と握手する安倍首相＝２７日午後、
大阪市内のホテル（代表撮影）（共同）

　
【
共
同
】
日
本
維
新
の
会

は
２
７
日
、
記
者
会
見
を
開

き
、
参
院
選
で
掲
げ
る
マ
ニ

フ
ェ
ス
ト
（
政
権
公
約
）
を

発
表
し
た
。
国
会
議
員
や
公

務
員
の
給
与
削
減
な
ど
「
身

を
切
る
改
革
」
で
財
源
を
捻

出
し
、
消
費
税
増
税
を
凍
結

す
る
と
打
ち
出
し
た
。
教
育

無
償
化
や
道
州
制
実
現
な
ど

統
治
機
構
改
革
の
た
め
、
憲

法
改
正
に
取
り
組
む
姿
勢
も

強
調
し
た
。

　

浅
田
均
政
調
会
長
は
安
倍

政
権
が
参
院
定
数
を
６
増
す

る
改
正
公
選
法
を
成
立
さ
せ

た
こ
と
を
挙
げ
「（
消
費
税
）

増
税
の
前
に
身
を
切
る
改
革

だ
。
自
分
の
安
心
安
全
を
確

　
【
共
同
】
世
界
遺
産
・
高

野
山
（
和
歌
山
県
高
野
町
）

に
向
か
う
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
の

乗
換
駅
、
南
海
高
野
線
の
極

楽
橋
駅
（
同
町
）
に
２
７
日
、

ガ
ラ
ス
の
風
鈴
約
５
０
０
個

を
つ
る
し
た
「
風
鈴
ト
ン
ネ

ル
」
が
お
目
見
え
し
た
。
短

冊
が
風
を
受
け
て
涼
し
げ
に

揺
れ
動
き
、
乗
客
ら
を
出
迎

え
て
い
る
。９
月
４
日
ま
で
。

　

南
海
電
鉄
が
夏
の
風
情
を

楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と
設

置
、
今
年
で
７
回
目
。
駅
改

札
口
か
ら
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
乗

車
口
へ
向
か
う
通
路
の
天
井

に
約
２
５
メ
ー
ト
ル
に
わ
た

り
つ
り
下
げ
ら
れ
て
い
る
。

短
冊
に
は
「
字
が
上
手
に

な
り
ま
す
よ
う
に
」
な
ど
と

沿
線
の
小
学
生
ら
の
願
い
事

が
書
か
れ
て
い
る
。
構
内
に

は
短
冊
を
記
入
す
る
台
も
あ

り
、
短
冊
は
約
２
週
間
ご
と

に
交
換
す
る
。

　

同
駅
を
管
轄
す
る
中
谷
晴

彦
高
野
山
駅
長
（
６
３
）
は

「
外
国
人
観
光
客
の
方
は
、

こ
の
風
景
を
見
て
日
本
の
情

緒
や
高
野
山
の
雰
囲
気
を
感

じ
て
ほ
し
い
」
と
話
し
た
。

談
が
建
設
的
な
議
論
の
場
と

な
る
よ
う
期
待
感
を
伝
え
た

も
よ
う
だ
。

　

Ｇ
２
０
で
首
相
は
、
自
由

貿
易
体
制
を
強
化
す
る
た

め
、
世
界
貿
易
機
関
（
Ｗ
Ｔ

Ｏ
）
改
革
が
重
要
と
の
認
識

で
一
致
を
目
指
す
。
途
上
国

へ
の
イ
ン
フ
ラ
投
資
に
関

し
、
債
務
返
済
能
力
を
考
慮

す
る
「
質
の
高
い
イ
ン
フ
ラ

投
資
」原
則
の
合
意
も
図
る
。

習
氏
に
も
こ
う
し
た
方
向
性

に
つ
い
て
説
明
し
た
と
み
ら

れ
る
。

響
を
与
え
な
い
よ
う
配
慮
し

た
と
み
ら
れ
る
。

　

１
９
６
０
年
に
改
定
さ
れ

た
日
米
安
保
条
約
は
、
日
本

の
施
政
権
下
に
お
け
る
武
力

攻
撃
に
つ
い
て
日
米
が
「
共

通
の
危
険
」
に
対
処
す
る
と

定
め
る
。
一
方
、
日
本
側
は

米
軍
へ
の
基
地
提
供
義
務
を

負
っ
て
お
り
、
い
ず
れ
か
一

方
が
破
棄
の
意
思
を
示
さ
な

い
限
り
自
動
延
長
さ
れ
る
。

　

ト
ラ
ン
プ
氏
は
２
０
１
６

年
の
大
統
領
選
中
に
も
同
様

の
発
言
を
し
た
こ
と
が
あ

る
。

両
陛
下
、
仏
大
統
領
と
会
見

皇
居
・
宮
殿
で
、
昼
食
会
も

フ
ラ
ン
ス
の
マ
ク
ロ
ン
大
統
領
夫
妻
を
出
迎
え
ら
れ
る
天
皇
、

皇
后
両
陛
下
＝
２
７
日
正
午
、
宮
殿
・
南
車
寄
（
共
同
）

　
【
共
同
】
天
皇
、
皇
后
両

陛
下
は
２
７
日
、２
０
カ
国
・

地
域
首
脳
会
議
（
Ｇ
２
０
大

阪
サ
ミ
ッ
ト
）
に
出
席
す
る

た
め
に
来
日
し
た
フ
ラ
ン
ス

の
マ
ク
ロ
ン
大
統
領
夫
妻
と

皇
居
・
宮
殿
で
会
見
さ
れ
た
。

続
い
て
、
秋
篠
宮
家
の
長
女

眞
子
さ
ま
、
次
女
佳
子
さ
ま

ら
も
出
席
し
て
昼
食
を
共
に

し
た
。

　

大
統
領
夫
妻
を
南
車
寄
で

出
迎
え
た
両
陛
下
は
、
通
訳

を
介
さ
ず
に
笑
顔
で
会
話
を

し
た
。

　

天
皇
陛
下
が
外
国
元
首
と

会
見
す
る
の
は
５
月
の
ト
ラ

ン
プ
米
大
統
領
に
続
い
て

２
回
目
。
マ
ク
ロ
ン
大
統

領
と
は
、
皇
太
子
時
代
の

２
０
１
８
年
９
月
に
日
仏
友

保
し
な
が
ら
増
税
す
る
の
は

許
せ
な
い
」
と
訴
え
た
。

　

身
を
切
る
改
革
で
は
、
国

会
議
員
の
報
酬
と
定
数
を
そ

れ
ぞ
れ
３
割
カ
ッ
ト
、
国
家

公
務
員
の
人
件
費
を
２
割
削

減
す
る
。
公
務
員
制
度
改
革

や
天
下
り
禁
止
も
挙
げ
た
。

　

改
憲
で
は
、
９
条
議
論
の

前
提
と
し
て
旧
日
本
兵
ら
の

た
め
の
国
立
追
悼
施
設
、
米

中
央
情
報
局
（
Ｃ
Ｉ
Ａ
）
の

よ
う
な
「
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン

ス
」機
関
の
整
備
も
掲
げ
た
。

憲
法
審
査
会
の
議
論
を
リ
ー

ド
す
る
と
明
記
し
た
。

　

年
金
制
度
を
巡
っ
て
は
、

現
役
世
代
が
納
め
て
い
る
保

険
料
を
今
の
年
金
受
給
者
へ

の
支
払
い
に
充
て
る
現
行
の

「
賦
課
方
式
」
か
ら
、
自
分

が
積
み
立
て
た
保
険
料
を
老

後
に
取
り
崩
し
て
受
け
取
る

「
積
み
立
て
方
式
」
へ
の
移

行
を
提
案
し
た
。

織
統
治
）
や
コ
ン
プ
ラ
イ
ア

ン
ス
（
法
令
順
守
）
の
強
化

に
も
真
剣
に
取
り
組
む
必
要

が
あ
る
」
と
力
を
込
め
た
。

　

山
下
氏
は
熊
本
県
出
身
。

１
９
８
４
年
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス

五
輪
無
差
別
級
覇
者
で
、
国

民
栄
誉
賞
を
受
賞
。
現
役
引

退
後
は
男
子
日
本
代
表
監
督

な
ど
を
経
て
、
１
７
年
に
全

日
本
柔
道
連
盟
会
長
に
就
い

た
。
Ｊ
Ｏ
Ｃ
で
は
同
年
か
ら

選
手
強
化
本
部
長
を
務
め
、

東
京
五
輪
で
の
金
メ
ダ
ル

３
０
個
を
目
標
に
掲
げ
て
い

る
。

　

専
務
理
事
は
日
本
テ
ニ
ス

協
会
専
務
理
事
の
福
井
烈

氏
（
６
２
）
が
就
任
。
副
会

長
に
は
日
本
ス
ケ
ー
ト
連
盟

会
長
で
参
院
議
員
の
橋
本
聖

子
氏
（
５
４
）
や
日
本
サ
ッ

好
１
６
０
周
年
で
フ
ラ
ン
ス

を
訪
れ
た
際
、
ベ
ル
サ
イ
ユ

宮
殿
で
開
か
れ
た
大
統
領
夫

妻
主
催
の
晩
さ
ん
会
な
ど

で
、
顔
を
合
わ
せ
て
い
る
。

　

宮
内
庁
に
よ
る
と
、
マ
ク

ロ
ン
大
統
領
は
国
賓
や
公
賓

に
次
ぐ
「
公
式
実
務
訪
問
賓

客
」
と
し
て
来
日
。
上
皇
さ

ま
が
在
位
中
の
１
６
年
５
月

に
発
表
さ
れ
た
公
務
見
直
し

策
で
、
公
式
実
務
訪
問
賓
客

で
来
日
し
た
国
家
元
首
と
の

昼
食
会
は
取
り
や
め
て
い
た

が
、
代
替
わ
り
に
伴
い
復
活

し
た
。

カ
ー
協
会
会
長
の
田
嶋
幸
三

氏
（
６
１
）
が
選
任
さ
れ

た
。
常
務
理
事
に
は
文
部
科

学
広
報
官
の
籾
井
圭
子
氏

（
４
７
）、
早
稲
田
大
教
授
の

友
添
秀
則
氏
（
６
２
）、
日

本
陸
上
競
技
連
盟
専
務
理
事

の
尾
県
貢
氏
（
５
９
）
ら
が

就
い
た
。
尾
県
氏
は
選
手
強

化
本
部
長
を
引
き
継
ぐ
。
女

性
理
事
は
６
人
の
ま
ま
で
変

わ
ら
な
か
っ
た
。

じ
る
司
法
判
断
も
あ
り
、
ね

じ
れ
状
態
が
続
い
て
い
る
。

７
月
に
は
、
別
の
訴
訟
の
弁

論
が
同
じ
第
２
小
法
廷
で
開

か
れ
る
。
仮
に
こ
の
訴
訟
の

判
決
が
、
開
門
命
令
を
事
実

上
無
効
と
し
た
二
審
判
決

を
維
持
す
れ
ば
、
法
廷
闘
争

が
決
着
す
る
可
能
性
が
あ
る

が
、
見
直
せ
ば
長
期
化
の
恐

れ
も
あ
る
。

　

漁
業
者
が
起
こ
し
た
開
門

請
求
訴
訟
で
は
、
２
０
１
１

年
６
月
の
一
審
長
崎
地
裁
判

決
が
請
求
を
棄
却
。
１
５
年

９
月
の
二
審
福
岡
高
裁
判
決

も
支
持
し
、
漁
業
者
が
上
告

し
た
。

　

も
う
１
件
の
訴
訟
は
、
営

農
者
ら
が
国
に
開
門
禁
止
を

求
め
、
１
７
年
４
月
の
長

崎
地
裁
判
決
は
認
め
た
。
国

は
控
訴
し
な
か
っ
た
が
、
補

助
参
加
人
と
し
て
訴
訟
に
加

わ
っ
て
い
た
漁
業
者
が
控
訴

し
、
独
立
参
加
も
申
し
立
て

た
。
し
か
し
福
岡
高
裁
は

１
８
年
３
月
の
判
決
で
訴
え

を
退
け
、
漁
業
者
が
上
告
。

今
回
の
決
定
で
長
崎
地
裁
判

決
が
１
７
年
５
月
の
時
点
で

確
定
し
た
こ
と
が
確
認
さ
れ

た
。

　

７
月
に
最
高
裁
で
弁
論
が

あ
る
の
は
、
排
水
門
の
開
門

を
命
じ
た
確
定
判
決
に
従
わ

な
い
国
が
、
漁
業
者
に
開
門

を
強
制
し
な
い
よ
う
求
め
た

請
求
異
議
訴
訟
。
確
定
判
決

の
効
力
を
事
実
上
無
効
と
す

る
判
断
が
二
審
福
岡
高
裁
判
決
で
示
さ
れ
て
い
る
。

４
人
の
全
員
一
致

の
結
論
。
具
体
的

な
理
由
は
示
さ
な

か
っ
た
。

　

排
水
門
を
巡
っ

て
は
、
こ
の
２
件

と
は
別
の
訴
訟
で

既
に
「
開
門
」
を

命
じ
る
福
岡
高
裁

判
決
が
確
定
。
一

方
、
営
農
者
ら
が

求
め
る
「
開
門
禁

止
（
閉
門
）」
を
命
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大
統
領
機
操
縦
し
て
い
た
可
能
性
も

　

こ
れ
ら
の
言
葉
は
、
ド
イ

ツ
の
メ
ル
ケ
ル
首
相
が
２
６

日
に
ド
イ
ツ
議
会
で
、「
ボ

ウ
ソ
ナ
ロ
大
統
領
と
ア
マ
ゾ

ン
の
森
林
伐
採
に
つ
い
て
話

し
合
い
た
い
」
と
語
っ
た
事

に
対
す
る
反
論
だ
。
メ
ル
ケ

ル
氏
は
議
員
か
ら
の
質
問
に

対
し
、
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
氏
の
言

動
へ
の
懸
念
を
示
し
た
上
、

サ
ミ
ッ
ト
の
場
で
ア
マ
ゾ
ン

開
発
に
関
し
て
明
確
な
討
論

を
行
い
た
い
と
の
意
向
を
表

明
し
た
。

　

一
連
の
発
言
の
き
っ
か
け

と
な
っ
た
質
問
は
、
法
定
ア

マ
ゾ
ン
の
森
林
伐
採
面
積
増

加
や
、
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
氏
が
農

地
開
発
や
鉱
物
採
掘
の
た
め

に
ア
マ
ゾ
ン
開
発
を
推
奨
す

る
発
言
を
繰
り
返
し
て
い
る

事
、
ア
マ
ゾ
ン
保
護
の
た
め

の
ア
マ
ゾ
ン
基
金
を
所
有
地

内
に
水
源
地
な
ど
の
環
境
保

護
区
を
持
つ
生
産
者
へ
の
賠

償
金
の
支
払
い
に
も
使
い
た

い
と
言
い
出
し
た
事
な
ど
を

懸
念
す
る
、
欧
州
の
３
４
０

の
非
政
府
団
体
（
Ｎ
Ｇ
Ｏ
）

　

ス
ペ
イ
ン
南
部
セ
ビ
リ
ア
で
、
伯
国
空
軍
パ
イ
ロ
ッ
ト
の
マ
ノ
エ
ル・シ
ウ
ヴ
ァ・

ロ
ド
リ
ゲ
ス
軍
曹
が
２
５
日
に
、
３
９
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
コ
カ
イ
ン
を
所
持
し
て
い

た
と
し
て
逮
捕
さ
れ
た
と
、
２
６
、２
７
日
付
伯
字
紙
・
サ
イ
ト
が
報
じ
て
い
る
。

は
機
内
で
行
わ
れ
て
お
り
、

精
度
も
頻
度
も
欠
い
て
い
る
。

　

ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大
統
領
が
不

在
の
た
め
、
大
統
領
職
を
代

行
中
の
ア
ミ
ウ
ト
ン
・
モ
ウ

ロ
ン
副
大
統
領
は
、「
逮
捕

さ
れ
た
軍
曹
は
、
ボ
ウ
ソ
ナ

ロ
大
統
領
が
日
本
か
ら
帰
伯

す
る
便
の
運
行
ス
タ
ッ
フ
の
一

員
と
な
る
予
定
だ
っ
た
」
と
一

度
は
語
っ
た
が
、そ
の
後
、「
件

の
軍
曹
は
補
助
ス
タ
ッ
フ
の
一

員
で
、
彼
が
大
統
領
が
搭
乗

す
る
機
に
同
乗
す
る
可
能
性

は
一
切
な
か
っ
た
」
と
前
言

を
翻
し
た
。

　

同
副
大
統
領
は
ま
た
、
金

を
受
け
取
っ
て
麻
薬
を
運
ぶ

人
物
を
暗
喩
す
る
、「（
積
荷

を
運
ぶ
）
ラ
バ
」
と
い
う 

言

葉
を
使
い
、「
軍
曹
は
〃
ラ
バ

〃
、
品
質
が
保
証
さ
れ
た
ラ

バ
だ
っ
た
」
と
も
発
言
し
た
。

　

ま
た
、
セ
ル
ジ
オ
・
モ
ロ

法
相
も
２
６
日
午
後
８
時
す

ぎ
に
、「
ス
ペ
イ
ン
で
起
き
た

伯
国
軍
人
の
逮
捕
は
、
名
誉

を
重
ん
じ
る
伯
国
空
軍
の
例

外
的
事
象
。
事
件
は
ス
ペ
イ

ン
と
伯
国
の
当
局
に
よ
っ
て

捜
査
さ
れ
る
。
我
々
は
犯
罪

　

大
聖
市
圏
サ
ン
ベ
ル
ナ
ル

ド
・
ド
・
カ
ン
ポ
市
で
２
６

日
未
明
、
２
度
の
強
盗
を
働

い
た
３
５
歳
の
軍
警
が
現
行

犯
逮
捕
さ
れ
た
。
軍
警
は
犯

行
時
、
玩
具
の
銃
を
使
っ
て

い
た
。
警
察
に
よ
る
と
、
軍

警
は
リ
オ
ン
ズ
大
通
り
の
ガ

ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
で
最
初
の

を
捜
査
し
、
責
任
者
を
処
罰

す
る
た
め
に
、
い
か
な
る
努

力
も
惜
し
ま
な
い
」
と
ツ
イ
ー

ト
し
た
。

　

野
党
側
は
今
回
の
事
件
を

政
権
攻
撃
の
好
機
と
し
て
利

用
。「
ア
ウ
グ
ス
ト
・
エ
レ
ー

ノ
大
統
領
府
安
全
保
障
室
長

は
上
院
の
憲
政
委
員
会
（
Ｃ

Ｃ
Ｊ
）
で
事
件
へ
の
所
感
を

述
べ
よ
」
と
の
請
求
を
出
し

た
。

　

事
件
の
反
響
は
最
高
裁
に

も
及
び
、
セ
ル
ソ
・
デ
・
メ

ロ
判
事
が
、「（
麻
薬
密
輸
な

ど
の
）
一
般
犯
罪
者
が
、
法

的
特
権
を
持
つ
公
職
者
が
利

用
す
る
特
殊
な
空
間
を
利
用

す
る
こ
と
で
、〝
聖
域
〞
と
も

ス
ペ
イ
ン
当
局
に
拘
束
さ
れ
る

を
代
表
し
て
発
せ
ら
れ
た
。

　

こ
れ
ら
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
、
伯

国
が
ア
マ
ゾ
ン
開
発
を
推
奨

す
る
姿
勢
を
と
り
続
け
る
な

ら
、
欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
と

メ
ル
コ
ス
ル
と
の
自
由
貿
易

協
定
締
結
も
止
め
る
べ
き
と

の
姿
勢
を
見
せ
て
い
る
。

　

ド
イ
ツ
は
、
ノ
ル
ウ
エ
ー

に
次
ぐ
、
ア
マ
ゾ
ン
基
金
へ

の
主
要
投
資
国
で
、
両
国
は

既
に
、
ア
マ
ゾ
ン
基
金
の
使

途
変
更
要
請
を
拒
否
す
る
姿

勢
を
明
確
に
し
て
い
る
。

　

メ
ル
ケ
ル
氏
と
同
様
の
姿

勢
は
フ
ラ
ン
ス
の
マ
ク
ロ

本
と
す
べ
き
例
が
た
く
さ
ん

あ
る
。
ド
イ
ツ
は
ま
だ
石
炭

な
ど
の
化
石
燃
料
に
頼
っ
て

い
る
が
、
伯
国
は
違
う
。
ド

イ
ツ
は
伯
国
か
ら
学
ぶ
べ
き

だ
」
と
ぶ
ち
ま
け
た
の
だ
。

　

さ
ら
に
、「
過
去
の
大
統

領
の
よ
う
に
、
他
国
か
ら
の

叱
責
や
警
告
を
受
け
る
た
め

に
来
た
の
で
は
な
い
」
と
語

り
、
伯
国
に
向
け
ら
れ
た
批

判
的
な
表
現
や
態
度
に
対
抗

す
る
姿
勢
も
見
せ
た
。

　

２
８
〜
２
９
日
に
大
阪
で

開
か
れ
る
２
０
カ
国
・
地
域

首
脳
会
議
（
Ｇ
２
０
サ
ミ
ッ

ト
）
出
席
の
た
め
、
２
７
日

に
日
本
に
到
着
し
た
ボ
ウ
ソ

ナ
ロ
大
統
領
が
、｢

ド
イ
ツ

は
伯
国
に
学
ぶ
べ
き｣

と
発

言
し
、
物
議
を
醸
し
て
い
る

と
２
７
日
付
伯
字
紙
サ
イ
ト

が
報
じ
た
。

　

今
年
就
任
し
た
ボ
ウ
ソ
ナ

ロ
大
統
領
に
と
っ
て
初
の
国

際
舞
台
と
も
い
え
る
サ
ミ
ッ

ト
だ
が
、
到
着
後
の
最
初
の

取
材
で
、「
環
境
問
題
も
含

め
、
伯
国
に
は
ド
イ
ツ
が
手

Ｇ
２
０
サ
ミ
ッ
ト
前
に
喧
嘩
売
る

Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
予
測
を
下
方
修
正

ア
マ
ゾ
ン
巡
る
言
動
疑
問
視
で

ン
大
統
領
も
見
せ
て
お
り
、

２
７
日
も
再
度
、「
伯
国
が

パ
リ
協
定
を
離
脱
し
た
ら
、

伯
国
が
参
加
す
る
自
由
貿
易

協
定
に
は
一
切
署
名
し
な

い
」
と
発
言
し
た
。

　

ア
マ
ゾ
ン
で
の
鉱
物
採
掘

自
由
化
、
先
住
民
保
護
区
指

定
の
枠
縮
小
、
環
境
保
護
の

た
め
の
機
関
や
団
体
の
規
模

縮
小
と
い
っ
た
、
ボ
ウ
ソ
ナ

ロ
氏
の
発
言
や
政
策
を
、
国

連
人
権
委
員
会
が
「
世
界
的

な
地
球
温
暖
化
防
止
へ
の
取

り
組
み
に
逆
行
す
る
も
の
」

と
批
判
し
た
事
は
、
２
６
日

付
伯
字
紙
な
ど
が
報
道
。
同

日
付
『
サ
イ
エ
ン
ス
』
誌
も
、

ア
マ
ゾ
ン
の
森
林
伐
採
増
加

を
批
判
す
る
欧
州
の
科
学
者

６
０
２
人
が
、
伯
国
か
ら
の

輸
入
を
制
限
す
る
よ
う
求
め

た
署
名
入
り
の
文
書
提
出
と

の
記
事
を
掲
載
し
て
い
る
。

た
機
は
、
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大
統

領
を
乗
せ
大
阪
に
向
か
っ
た

機
と
は
同
一
で
は
な
い
。

　

ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大
統
領
は

２
６
日
の
午
後
５
時
半
過
ぎ

に
「（
逮
捕
者
は
）
私
の
チ
ー

ム
と
関
係
は
な
い
が
、
ス
ペ

イ
ン
で
昨
日
（
２
５
日
）
起

こ
っ
た
こ
と
は
受
け
入
れ
ら

れ
な
い
。
私
は
伯
国
空
軍
機

内
で
麻
薬
が
発
見
さ
れ
た
事

件
の
即
座
の
調
査
と
、
責
任

者
へ
の
厳
罰
を
命
じ
た
。
国

家
へ
の
礼
を
著
し
く
欠
い
た

行
為
は
一
切
容
認
し
な
い
」

と
ツ
イ
ー
ト
し
た
。

　

伯
国
空
軍
警
察
が
行
う
捜

査
の
焦
点
は
、「
ど
う
や
っ
て

空
軍
機
に
コ
カ
イ
ン
を
持
ち

込
み
、
輸
送
し
た
の
か
」
と

い
う
点
に
な
る
。

　

関
係
者
に
よ
る
と
、
今
回

の
事
件
に
よ
り
、
空
軍
機
搭

乗
規
定
、
大
統
領
機
搭
乗
規

定
が
見
直
さ
れ
る
可
能
性
が

高
い
と
い
う
。
現
行
規
定
で

は
、
搭
乗
者
の
所
持
品
検
査

宿泊先のホテルで歓迎されたボウソナロ大統領
（Alan Santos / PR）

Ｇ２０が開かれる大阪に到着したボウソナロ大統領
（Alan Santos / PR）

波
紋
は
議
会
、最
高
裁
に
ま
で

伯 国 中 銀

い
う
べ
き
環
境
を
作
り
出
し

て
い
る
現
状
に
危
機
感
を
抱

く
」
と
の
申
し
立
て
を
行
っ
て

い
る
。

強
盗
を
働
き
、黒
の
シ
ボ
レ
ー

車
で
逃
げ
た
が
、
ス
タ
ン
ド

の
店
員
が
ナ
ン
バ
ー
を
控
え

て
い
た
。
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー

ト
の
情
報
が
巡
邏
中
の
警
察

に
伝
え
ら
れ
た
た
め
、
逃
げ

た
軍
警
は
程
な
く
捕
ま
っ
た
。

治
安
を
守
る
職
務
の
人
間
に

よ
る
犯
罪
行
為
は
本
紙
で
も

一
部
を
伝
え
て
い
る
が
、「
ま

た
か
」
と
思
う
程
、
感
覚
が

麻
痺
し
て
い
る
の
が
悲
し
い

現
状
だ
。

　
　
　
　
　

◎

　

２
３
日
に
行
わ
れ
た
サ
ッ

カ
ー
女
子
Ｗ
杯
決
勝
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
一
回
戦
で
、
女
子

セ
レ
ソ
ン
は
延
長
の
末
、
１

対
２
で
フ
ラ
ン
ス
に
敗
れ
た
。

大
黒
柱
の
マ
ル
タ
は
試
合
後

に
、「
い
つ
ま
で
も
私
や
フ
ォ

ル
ミ
ー
ガ
、
ク
リ
ス
チ
ア
ー

ネ
が
い
る
わ
け
じ
ゃ
な
い
。
女

子
サ
ッ
カ
ー
の
今
後
は
あ
な

た
た
ち
に
か
か
っ
て
い
る
。
最

初
は
泣
い
て
、
最
後
に
笑
え
」

と
、
若
手
選
手
や
Ｔ
Ｖ
の
向

こ
う
の
少
女
た
ち
に
呼
び
か

け
た
。
女
子
セ
レ
ソ
ン
は
東

京
五
輪
出
場
権
を
確
保
し
て

い
る
が
、
マ
ル
タ
の
出
場
は

果
た
し
て
…
。

　
　
　
　
　

◎

　

世
界
的
な
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
会
社
マ
ー
サ
ー
が
、「
１
９

年
世
界
生
活
費
調
査
都
市

別
ラ
ン
キ
ン
グ
」
を
発
表
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
ラ
米
諸

国
の
都
市
で
は
、
ウ
ル
グ
ア

イ
の
モ
ン
テ
ビ
デ
オ
が
７
０

位
で
、
最
も
経
費
が
か
か

る
。
世
界
２
０
０
カ
国
以

上
、
約
５
０
０
市
で
の
調
査

で
２
０
０
位
以
内
に
入
っ
た

伯
国
の
都
市
は
、
聖
市
８
６

位
、
リ
オ
市
１
２
１
位
、
ブ

ラ
ジ
リ
ア
１
７
４
位
。
他
の

ラ
米
諸
国
で
は
、サ
ン
チ
ア
ゴ

（
チ
リ
、
７
９
位
）、
リ
マ
（
ペ

ル
ー
、
１
２
１
位
）、
ブ
エ
ノ

ス
ア
イ
レ
ス（
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
、

１
３
３
位
）
な
ど
が
入
っ
た
。

　

リ
オ
の
国
際
空
港
、
ガ
レ
オ
ン
空
港
が
あ
る
ゴ
ヴ
ェ
ル

ナ
ド
ー
ル
島
の
ス
ラ
ム
、
デ

ン
デ
の
丘
を
牛
耳
り
、
捜
査

当
局
が
１
５
年
以
上
に
わ

た
っ
て
身
柄
を
追
っ
て
い
た
マ

フ
ィ
ア
の
頭
領
、
〃
フ
ェ
ル
ナ

ン
ジ
ー
ニ
ョ
・
グ
ア
ラ
ブ
〃
が

２
７
日
、
警
察
と
の
銃
撃
戦

の
末
に
死
亡
し
た
と
、
同
日

付
伯
字
サ
イ
ト
が
報
じ
た
。

　
「
リ
オ
市
で
最
も
警
察
に

追
わ
れ
て
い
た
犯
罪
者
」
と

も
い
わ
れ
る
フ
ェ
ル
ナ
ン
ジ
ー

ニ
ョ
（
本
名
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
・

ゴ
メ
ス
・
フ
レ
イ
タ
ス
）
は
、

２
７
日
の
朝
、
現
地
を
パ
ト

ロ
ー
ル
し
て
い
た
軍
警
に
発

見
さ
れ
、
銃
撃
戦
の
末
に
死

亡
し
た
。

　

ま
た
、
フ
ェ
ル
ナ
ン
ジ
ー

ニ
ョ
以
外
に
も
、
彼
の
右
腕

的
存
在
だ
っ
た
〝
ジ
ル
〞、
元

軍
警
で
あ
り
な
が
ら
犯
罪
に

手
を
染
め
た
〝
バ
ト
レ
ー
〞、

手
下
の
密
売
人
の
〝
ピ
ウ
〞、

〝
ロ
ー
ガ
ン
〞
な
ど
も
死
亡

し
た
。
警
察
は
ラ
イ
フ
ル
銃

１
丁
と
ピ
ス
ト
ル
４
丁
、
手

榴
弾
に
麻
薬
も
押
収
し
た
。

　

フ
ェ
ル
ナ
ン
ジ
ー
ニ
ョ
は
ゴ

ヴ
ェ
ル
ナ
ド
ー
ル
島
内
に
厳

格
な
監
視
体
制
を
敷
く
と
同

時
に
、
軍
警
へ
の
贈
賄
行
為

を
行
う
こ
と
で
、
同
島
内
で

の
権
力
を
長
期
間
、
握
り
続

け
て
い
た
。

　

リ
オ
市
で
は
各
所
の
丘
、

高
台
を
マ
フ
ィ
ア
が
牛
耳
っ
て

い
る
が
、
デ
ン
デ
の
丘
を
支

配
し
て
い
た
フ
ェ
ル
ナ
ン
ジ
ー

ニ
ョ
は
、
丘
の
支
配
者
の
中

で
は
最
古
参
だ
っ
た
。

　

ま
た
、
フ
ェ
ル
ナ
ン
ジ
ー

ニ
ョ
逮
捕
に
繋
が
る
情
報
提

供
の
た
め
に
か
け
ら
れ
て
い

た
懸
賞
金
３
万
レ
ア
ル
も
、

同
種
の
懸
賞
金
の
中
で
は
最

高
額
だ
っ
た
。

　

フ
ェ
ル
ナ
ン
ジ
ー
ニ
ョ
が
死

亡
し
た
後
、
同
州
軍
警
の
特

別
作
戦
部
隊
と
突
撃
隊
、
ゴ

ヴ
ェ
ル
ナ
ド
ー
ル
島
担
当
の

軍
警
大
隊
は
地
域
一
帯
の
掃

討
作
戦
を
決
行
し
た
。

　

伯
国
中
銀
は
２
７
日
、
今

年
の
国
内
総
生
産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）

成
長
率
予
測
を
、
前
回
の
２
・

０
％
か
ら
０
・
８
％
に
下
方

修
正
し
た
と
、
同
日
付
伯
字

サ
イ
ト
が
報
じ
た
。

　

中
銀
は
、
毎
週
月
曜
に
、

経
済
指
標
予
測
集
フ
ォ
ー
カ

ス
も
発
表
し
て
い
る
。
２
４

日
発
表
の
フ
ォ
ー
カ
ス
最
新

版
で
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
予
測

は
、
０
・
８
７
％
（
１
７
週

連
続
下
方
修
正
）
だ
っ
た
。

　

フ
ォ
ー
カ
ス
は
、
中
銀
が

１
０
０
以
上
の
金
融
機
関
に

対
し
て
行
っ
た
聞
き
取
り
調

査
を
ま
と
め
た
も
の
で
、
中

銀
独
自
の
予
測
で
は
な
い
。

こ
の
た
め
、
中
銀
独
自
の
予

測
（
０
・
８
％
）
と
フ
ォ
ー

カ
ス
の
予
測
（
０
・
８
７
％
）

の
間
に
ず
れ
が
生
じ
る
。
な

お
、
フ
ォ
ー
カ
ス
は
毎
週
更

新
さ
れ
る
が
、
中
銀
独
自
予

想
の
更
新
頻
度
は
３
カ
月
ご

と
だ
。

　
こ
う
し
た
「
１
９
年
全
体

の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
予
測
」
と

は
別
に
、
地
理
統
計
院
（
Ｉ

Ｂ
Ｇ
Ｅ
）
が
５
月
３
０
日

に
出
し
た
今
年
第
１
四
半

期
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
は
マ

イ
ナ
ス
０
・
２
％
だ
っ
た
。

１
７
、１
８
日
に
行
わ
れ
た

通
貨
政
策
委
員
会
（
Ｃ
ｏ
ｐ

ｏ
ｍ
）
の
議
事
録
に
、「
第

２
四
半
期
も
第
１
四
半
期
と

近
い
結
果
に
な
る
だ
ろ
う
」

と
書
か
れ
て
お
り
、
第
２
四

半
期
も
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
マ
イ
ナ
ス

に
な
る
と
、「
２
回
の
四
半
期

連
続
で
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
」
と
な
り
、

統
計
的
に
は
景
気
後
退
（
リ

セ
ッ
シ
ョ
ン
）
と
な
っ
て
し
ま

う
。

　

そ
れ
で
も
「
年
間
Ｇ
Ｄ
Ｐ

０
・
８
％
成
長
」
の
予
測
を

出
し
た
中
銀
は
、
報
告
書
に

「
０
・
８
％
成
長
予
測
は
伯

国
経
済
に
必
要
な
改
革
や
調

整
が
行
わ
れ
、
今
年
の
後
半

は
経
済
活
動
が
い
く
ぶ
ん
回

復
す
る
こ
と
を
前
提
に
し
て

い
る
」
と
記
し
た
。

　

中
銀
は
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率

予
測
と
共
に
、
産
業
部
門
別

の
成
長
率
予
測
も
出
し
て
い

る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
鉱
工

業
部
門
の
予
測
成
長
率
は
前

回
（
３
月
末
発
表
）
の
１
・

８
％
か
ら
０
・
２
％
へ
、
商

業
部
門
も
２
・３
％
か
ら
０
・

９
％
へ
と
下
方
修
正
さ
れ
た
。

農
牧
畜
部
門
は
１
・
０
％
か

ら
１
・
１
％
で
ほ
ぼ
横
ば
い

だ
っ
た
。

　

他
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
構
成
要
素
で

あ
る
家
庭
消
費
は
２
・
２
％

か
ら
１
・４
％
へ
、投
資
も
４
・

３
％
か
ら
２
・
９
％
へ
と
下
げ

ら
れ
た
。

　

中
銀
は
ま
た
、
今
年
末
時

点
の
広
範
囲
消
費
者
物
価
指

数
（
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ａ
、
公
式
イ
ン

フ
レ
率
）
予
測
も
、
３
・９
％

か
ら
３
・
６
％
へ
と
修
正
し

た
。

　

中
銀
は
経
済
と
、
イ
ン
フ

レ
の
情
勢
を
考
慮
し
な
が
ら

経
済
基
本
金
利
（
Ｓ
ｅ
ｌ
ｉ

ｃ
）
を
操
作
す
る
。

　

現
在
の
低
イ
ン
フ
レ
、
経

済
停
滞
の
傾
向
は
、
Ｓ
ｅ
ｌ

ｉ
ｃ
の
引
き
下
げ
を
後
押
し

す
る
要
因
だ
。
現
在
の
Ｓ
ｅ

ｌ
ｉ
ｃ
は
史
上
最
低
水
準
の

年
利
６
・
５
％
だ
が
、
９
月

以
降
さ
ら
に
下
が
る
だ
ろ
う

と
、
多
く
の
金
融
機
関
は
予

測
し
て
い
る
。

　

伯
国
ク
レ
ジ
ッ
ト
・
カ
ー

ド
会
社
協
会（
Ａ
ｂ
ｅ
ｃ
ｓ
）

に
よ
る
と
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
、
デ
ビ
ッ
ト
カ
ー
ド
、
プ

リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
を
使
用
し

た
購
入
額
は
、
今
年
の
第

１
四
半
期
に
１
７
％
増
加
し

た
と
、
２
６
日
付
ア
ジ
ェ
ン

シ
ア
・
ブ
ラ
ジ
ル
が
報
じ
た
。

　

第
１
四
半
期
１
７
％
成
長

の
結
果
は
、
Ａ
ｂ
ｅ
ｃ
ｓ
に

よ
る
、
１
９
年
１
年
間
を
通

じ
て
の
成
長
予
測
、
１
５
〜

１
７
％
と
一
致
し
て
い
る
。

　

Ａ
ｂ
ｅ
ｃ
ｓ
の
ペ
ド
ロ
・

コ
ウ
チ
ー
ニ
ョ
会
長
は
、
第

１
四
半
期
の
結
果
発
表
を

行
っ
た
２
６
日
に
、「
ク
レ
ジ
ッ

ト
業
界
の
成
長
を
減
速
さ
せ

る
よ
う
な
兆
候
は
な
い
」
と

述
べ
た
。

　

同
会
長
は
さ
ら
に
、「
現

金
や
小
切
手
、
銀
行
振
り
込

み
用
紙
の
使
用
が
減
っ
て
い

る
中
、
業
界
の
ペ
ー
ス
を
高

め
る
機
会
を
依
然
と
し
て
見

込
ん
で
い
る
」
と
続
け
た
。

　

今
年
第
１
四
半
期
の

カ
ー
ド
に
よ
る
決
済
額
は
、

４
１
６
０
億
レ
ア
ル
に
達
し

た
。
そ
の
内
の
２
６
０
０
億

レ
が
ク
レ
ジ
ッ
ト
決
済
、

１
２
５
５
億
レ
が
デ
ビ
ッ
ト

カ
ー
ド
決
済
、
３
５
億
レ

が
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
決
済

だ
っ
た
。

　

カ
ー
ド
に
よ
る
決
済
総

額
は
、
同
期
間
中
の
国
内

総
生
産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
の

２
４
・３
％
に
あ
た
る
。
０
９

年
第
１
四
半
期
の
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ

に
占
め
る
カ
ー
ド
決
済
の
比

率
は
１
１
・４
％
だ
っ
た
。

　

今
年
１
月
か
ら
３
月
に
か

け
て
の
カ
ー
ド
決
済
総
額
は

１
７
％
増
加
し
た
が
、
家
計

消
費
の
総
額
は
４
・
９
％
増

だ
っ
た
。
家
計
消
費
の
中
で
、

カ
ー
ド
で
処
理
さ
れ
る
割
合

が
日
ご
と
に
高
ま
っ
て
い
る
と

Ａ
ｂ
ｅ
ｃ
ｓ
は
分
析
し
て
い

る
。　

　

Ａ
ｂ
ｅ
ｃ
ｓ
は
家
計
消

費
全
体
に
占
め
る
カ
ー
ド

決
済
額
の
割
合
を
現
状
の

３
８
・
６
％
か
ら
６
０
％
に

上
げ
る
こ
と
を
狙
っ
て
い
る
。

　

地
域
別
に
見
た
カ
ー
ド

決
済
額
は
、
南
東
部
の

６
０
・
９
％
を
筆
頭
に
、、

南
部
１
５
％
、
北
東
部

１
３
％
、
中
西
部
７
・
５
％
、

北
部
３
・
５
％
と
続
い
て
い

る
。

操縦士が大量のコカイン所持
　
ロ
ド
リ
ゲ
ス
軍
曹
は
２
０

１
５
年
か
ら
職
務
に
当
た
っ

て
お
り
、
こ
れ
ま
で
に
少
な

く
と
も
２
９
回
の
公
式
飛
行

を
行
っ
て
い
た
。
ス
ペ
イ
ン
警

察
に
よ
る
と
、
コ
カ
イ
ン
は

３
７
の
袋
に
分
け
て
入
れ
ら

れ
て
い
た
と
言
う
。

　

同
軍
曹
は
、
日
本
で
行
わ

れ
て
い
る
Ｇ
２
０
へ
の
ボ
ウ
ソ

ナ
ロ
大
統
領
の
送
迎
を
担
当

す
る
２
１
人
の
ス
タ
ッ
フ
の
１

人
で
、
大
統
領
機
の
予
備
と

な
る
機
体
を
操
縦
し
、
ス
ペ

イ
ン
に
先
乗
り
し
て
い
た
。
つ

ま
り
、
コ
カ
イ
ン
が
見
つ
か
っ

大
物
マ
フィ
ア
銃
撃
戦
の
末
に
死
亡

有
力
情
報
に
は
３
万
レ
の
懸
賞
も

２
％
か
ら
一
気
に
０
・
８
％
へ

伯国空軍ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大
統
領
日
本
到
着

（２）２０１９年 第５２７２号 ６月 ２８日 （金曜日）

リ オ

第
１
四
半
期
で
１
７
％
増
加

進
む
キ
ャッ
シ
ュ
レ
ス
の
傾
向

カード決済



女
性
が
寝
泊
り
さ
せ
ら
れ
て

い
た
部
屋
な
ど
も
捜
索
。
不

審
に
思
っ
て
夫
婦
を
連
行
し

て
事
情
聴
取
を
行
っ
た
と
こ

ろ
、
家
政
婦
と
し
て
応
募
し

て
き
た
被
害
者
を
、
給
料
も

払
わ
ず
、
約
２
０
年
間
酷
使

し
、
体
罰
な
ど
も
加
え
て
い

た
事
が
わ
か
っ
た
と
い
う
。

　

被
害
者
は
パ
ラ
ナ
州
の
出

身
で
、
容
疑
者
夫
妻
の
家
で

働
く
た
め
に
聖
州
に
出
て
き

た
と
い
う
。
最
初
は
カ
ン

ピ
ー
ナ
ス
市
に
い
た
が
、
そ

元
Ｓ
ガ
ー
ル
ズ
ま
で
登
場

今年のゲイパレードの風景（Paulo Pinto/FotosPublicas）

【サッカー】

［コパ・アメリカ］
準決勝
7/2（火）
・（伯国ｘパラグアイの
勝者）対（アルゼンチ
ンｘベネズエラの勝者）
ミネイロン競技場

7/3（水）
・（コロンビアｘチリの
勝者）対（ウルグアイ
ｘペルーの勝者）
アレーナ・ド・グレミ
オ

【今週公開の映画】

・トゥルマ・ダ・モニ
カ
　大人気コミックス実
写版

・カザウ・インプロバー
ベル（ありえないカッ
プル・米）
　さえない男のライ
ターと、大統領選に出
馬する女性候補、幼馴
染の２人のラブコメ
ディー

【6/28～ 7/4のコンサー
ト】

6/28（金）
・エンコントロ・マル
カード／ノイス・ド・

（３） ２０１９年第５２７２号 	 ６月	２８日	（金曜日）

３
０
０
万
人
を
集
め
た
ゲ
イ
パ
レ
ー
ド

ロック・ルラル（アリ
アンツ・パルケ　Av. 
Francisco Matarazzo, 
1705 - Agua Branca）
人気グループのジョイ
ントコンサート

6/29（土）
・ボヘミアン・ラプソ
ディ（アリアンツ・パ
ルケ　Av. Francisco 
M a t a r a z z o , 1705 - 
Agua Branca） フ レ
ディー・マーキュリー
の生涯を描いた大ヒッ
ト映画に登場するク
イーンの名曲をオーケ
ストラ演奏

【展覧会】

・タルシラ・ポプラー
ル（サンパウロ美術館　
Av. Paulista, 1578 - 
Bela Vista）
　伯国が生んだ伝説の
女性画家、タルシラ・
ド・アマラル（1886 ～
1973）の展覧会。7 月
31 日まで。

・ビョーク・デジタル
（サンパウロ映像博物
館　Av. Europa, 158 - 
Jardim Europa）
　アイスランドが生
んだ世界的鬼才歌姫、
ビョークのアート展示
会。18 日開催。8 月 18
日まで。

　

２
３
日
、
聖
市
最
大
の
繁
華
街
パ
ウ
リ
ス
タ
大
通
り
で
、
毎
年
恒
例
の
ゲ
イ

パ
レ
ー
ド
が
行
わ
れ
、
主
催
者
発
表
で
３
０
０
万
人
を
集
め
る
盛
況
と
な
っ
た
。

老
女
軟
禁
容
疑
で
夫
婦
逮
捕

２
０
年
間
も
奴
隷
労
働
強
い
る

　

ス
パ
イ
ス
・
ガ
ー
ル
ズ
の

最
盛
期
か
ら
２
０
数
年
経
っ

た
の
に
、「
ス
ポ
ー
テ
ィ
・

ス
パ
イ
ス
」
の
異
名
も
取
っ

た
、
鍛
え
上
げ
た
体
と
容
姿

が
ほ
と
ん
ど
当
時
の
ま
ま
の

メ
ル
Ｃ
は
、
ト
レ
ー
ド
マ
ー

ク
の
タ
ン
ク
ト
ッ
プ
に
レ
イ

ン
ボ
ー
・
カ
ラ
ー
の
マ
ン
ト

を
羽
織
り
、
大
観
衆
の
声
援

に
応
え
た
。

　
「
い
つ
も
私
に
優
し
く
し

て
く
れ
る
聖
市
に
戻
れ
て
嬉

し
い
わ
」
と
語
り
か
け
た
メ

ル
Ｃ
は
、
ス
パ
イ
ス
の
最
大

の
ヒ
ッ
ト
曲
で
、
ゲ
イ
・
ア

ン
セ
ム
と
し
て
も
非
常
に
有

詐
欺
、
虐
待
な
ど
で
逮
捕
さ
れ
た
容
疑
者
達
（
２
５
日
付

Ｇ
１
サ
イ
ト
の
記
事
の
一
部
）

名
な
曲
「
ワ
ナ
・
ビ
ー
」
を

歌
い
、
パ
レ
ー
ド
を
盛
り
上

げ
た
。

　

ま
た
、
３
月
の
リ
オ
の

カ
ー
ニ
バ
ル
で
歌
わ
れ
て
以

来
、
流
行
り
続
け
て
い
る
ボ

ウ
ソ
ナ
ロ
大
統
領
を
批
判
す

る
合
唱
、「
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
、

ヴ
ァ
イ
・
ト
マ
ー
ル
・
ノ
・

ク
ー
（
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
、
く
そ

聖州
　

今
年
の
ゲ
イ
パ
レ
ー
ド

は
、
同
性
愛
者
嫌
悪
で
知
ら

れ
る
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大
統
領
の

就
任
１
年
目
で
は
あ
っ
た
も

の
の
、
数
日
前
に
最
高
裁
で

「
同
性
愛
差
別
は
人
種
差
別

法
に
含
ま
れ
る
」
と
の
見
解

座
は
被
害
者
女
性
（
６
３
）

の
名
義
で
開
い
た
も
の
で
、

給
与
を
振
り
込
む
た
め
と
口

実
を
つ
け
て
開
い
た
口
座
を

悪
用
し
て
い
た
と
い
う
。

　

ま
た
、
被
害
者
の
女
性
が

奴
隷
労
働
を
強
い
ら
れ
て
い

た
事
は
、
通
報
を
受
け
て
逮

捕
に
向
か
っ
た
警
官
を
見
か

け
た
女
性
が
助
け
を
求
め
た

事
で
判
明
し
た
。

　

助
け
て
く
れ
と
懇
願
す
る

女
性
を
見
た
警
察
は
、
様
子

が
お
か
し
い
と
判
断
し
て
、

　

聖
州
内
陸
部
の
ヴ
ィ

ニ
ェ
ー
ド
市
で
２
５
日
未

明
、
約
２
０
年
間
も
女
性
を

軟
禁
状
態
に
置
き
、
奴
隷
労

働
を
さ
せ
て
い
た
夫
婦
が
逮

捕
さ
れ
た
。

　

警
察
が
容
疑
者
宅
に
向

か
っ
た
の
は
、
容
疑
者
ら
が

残
高
も
な
い
口
座
の
小
切
手

を
使
い
、
地
元
商
店
に
損
害

を
与
え
て
い
た
と
の
通
報
を

受
け
た
た
め
だ
。
警
察
に
よ

る
と
、
小
切
手
を
振
り
出
す

た
め
に
使
っ
て
い
た
銀
行
口

の
後
に
ヴ
ィ
ニ
ェ
ー
ド
市
に

移
っ
た
。
給
与
を
受
け
取
っ

た
事
は
一
度
も
な
か
っ
た
と

い
う
。
警
察
が
そ
の
場
で
調

べ
た
と
こ
ろ
、
被
害
者
の
家

族
は
パ
ラ
ナ
州
コ
ロ
ラ
ド
市

に
住
ん
で
お
り
、
１
９
９
６

年
に
被
害
者
の
捜
索
願
を
出

し
て
い
た
事
も
判
明
し
た
。

　

被
害
者
が
い
た
部
屋
は
道

路
に
は
接
し
て
お
ら
ず
、
外

界
と
の
接
触
も
な
い
ま
ま
、

現
在
は
８
８
歳
に
な
っ
た
容

疑
者
（
妻
の
方
）
の
母
親
の

世
話
を
さ
せ
ら
れ
て
い
た
と

い
う
。
被
害
者
と
彼
女
が
世

話
を
し
て
い
た
女
性
は
、
容

疑
者
達
と
は
別
の
家
に
住
ん

で
い
た
が
、
容
疑
者
達
は
毎

日
、
様
子
を
見
に
来
て
い
た

と
い
う
。

　

容
疑
者
２
人
は
、
詐
欺
、

虐
待
、
軟
禁
の
容
疑
で
告
発

さ
れ
る
見
込
み
で
、
２
５
日

に
裁
判
官
か
ら
の
尋
問
を
受

け
た
。
妻
の
方
は
１
９
７
０

年
代
に
暴
行
容
疑
で
捕
ま
っ

た
事
が
あ
る
が
、
夫
の
方
は

前
科
は
な
か
っ
た
。

　

被
害
者
は
２
０
年
近
く
完

全
に
世
の
中
か
ら
隔
離
さ
れ

た
状
態
に
置
か
れ
て
お
り
、

ヴ
ェ
ニ
ェ
ー
ド
が
ど
こ
に
あ

る
の
か
、
自
分
が
い
た
地
区

は
な
ん
と
い
う
の
か
さ
え
知

ら
な
か
っ
た
と
い
う
。
彼
女

は
市
内
の
収
容
施
設
に
移
さ

れ
た
が
、
彼
女
が
世
話
を
し

て
い
た
容
疑
者
の
母
親
は
、

衰
弱
が
ひ
ど
く
、
市
内
の
サ

育
成
世
代
の
サ
ッ
カ
ー
国
際

大
会
、
ト
ゥ
ー
ロ
ン
国
際
の

準
決
勝
が
現
地
時
間
１
２
日

に
行
わ
れ
、
日
本
と
伯
国
が

そ
れ
ぞ
れ
、
メ
キ
シ
コ
と
ア

イ
ル
ラ
ン
ド
に
勝
ち
、
１
５

日
の
決
勝
進
出
を
決
め
た
。

　

こ
の
大
会
に
は
１
２
チ
ー

ム
が
参
加
し
た
。
４
チ
ー
ム

ず
つ
、
３
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
て
リ
ー
グ
戦
を
行
い
、
各

グ
ル
ー
プ
の
１
位
、
３
チ
ー

ム
と
、
２
位
の
中
で
最
も
成

績
の
良
か
っ
た
１
チ
ー
ム
、

合
計
４
チ
ー
ム
が
準
決
勝
に

進
ん
だ
。

　

１
次
リ
ー
グ
、
グ
ル
ー
プ

Ａ
の
３
試
合
で
２
勝
１
敗
の

勝
ち
点
６
、
得
失
点
差
＋
５

で
、
首
位
で
ベ
ス
ト
４
入
り

を
決
め
た
日
本
は
、
グ
ル
ー

プ
Ｃ
の
２
位
な
が
ら
、
他
グ

ル
ー
プ
の
２
位
チ
ー
ム
を
勝

ち
点
で
上
回
っ
た
メ
キ
シ
コ

と
対
戦
し
た
。

　

試
合
は
日
本
が
メ
キ
シ
コ

に
常
に
先
行
さ
れ
る
展
開
に

な
っ
た
が
、
そ
の
度
に
追
い

担
当
判
事
で
現
法
相
の
セ
ル

ジ
オ
・
モ
ロ
氏
の
判
事
時
代

の
実
際
の
姿
が
情
報
リ
ー
ク

で
暴
露
さ
れ
、
大
騒
動
と

な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
影
響

聖市

１４回目の出場となる日本は、初の決勝進出だ（大会公式
ツイッター @TournoiMRevello より）

マ
リ
カ
市
で
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
殺
害

１
カ
月
の
間
に
２
人
目
の
犠
牲
者

リオ州

批
判
的
な
替
え
歌
も
登
場

モ
ロ
法
相
が
コ
メ
ディ
の
ネ
タ
に

　

リ
オ
市
警
が
１
８
日
、

１
６
日
未
明
に
ニ
テ
ロ
イ
市

で
起
き
た
ア
ン
デ
ル
ソ
ン
・

ド
・
カ
ル
モ
・
デ
・
ソ
ウ
ザ

氏
殺
害
事
件
に
関
連
し
、
ソ

ウ
ザ
氏
の
継
子
の
フ
ラ
ヴ
ィ

オ
・
ド
ス
・
サ
ン
ト
ス
・
ロ

ド
リ
ゲ
ス
容
疑
者
（
３
８
）

と
養
子
の
ル
ー
カ
ス
・
ド
ス
・

サ
ン
ト
ス
容
疑
者
（
１
８
）

の
携
帯
電
話
の
情
報
へ
の
ア

ク
セ
ス
許
可
を
要
請
し
た
。

く
ら
え
）」
も
参
加
者
の
間

で
歌
わ
れ
た
。

　

そ
の
一
方
で
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ

（
同
性
愛
者
の
レ
ズ
や
ゲ
イ
、

両
性
愛
者
、
性
転
換
者
と
女

装
男
性
）
の
人
た
ち
の
間
で

人
気
の
高
い
、
現
在
服
役
中

の
ル
ー
ラ
元
大
統
領
の
釈
放

を
求
め
る
人
た
ち
の
姿
も
目

立
っ
た
。

実
子
と
養
子
に
殺
害
の
容
疑

下
議
の
夫
が
３
０
発
浴
び
死
亡

バ
ロ
ス
氏
殺
害
に
つ
い
て
報
じ
た
１
９
日
付
Ｇ
１
サ
イ
ト

の
記
事
の
一
部

　

こ
の
事
件
は
、
フ
ロ
ル
デ

リ
ス
連
邦
下
議
の
夫
で
牧
師

の
ソ
ウ
ザ
氏
が
、
帰
宅
直
後

に
忘
れ
物
を
し
た
と
い
っ
て

車
庫
に
戻
る
の
を
待
つ
よ
う

に
銃
声
が
響
き
、
家
族
の
手

で
病
院
に
運
ば
れ
た
が
死
亡

し
た
と
い
う
も
の
だ
。

　

フ
ロ
ル
デ
リ
ス
下
議
は
事

件
後
、
帰
宅
す
る
ま
で
の
道

中
で
バ
イ
ク
２
台
が
追
跡
し

て
い
る
か
に
感
じ
た
事
な
ど

日
本
が
勝
利
し
た
。

　

グ
ル
ー
プ
Ｂ
を
３
戦
全
勝

１
３
得
点
無
失
点
と
、
圧
倒

的
な
成
績
で
１
位
突
破
し
た

ブ
ラ
ジ
ル
は
、
グ
ル
ー
プ
Ｃ

１
位
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
と
対

戦
。こ
こ
で
も
敵
を
完
封
し
、

２
対
０
で
勝
利
し
た
。

　

こ
こ
ま
で
４
戦
全
勝
、

１
５
得
点
無
失
点
の
伯
国

は
、
マ
テ
ウ
ス
・
ク
ー
ニ
ャ

（
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
、
２
０
）

が
４
得
点
で
暫
定
得
点
王
。

パ
ウ
リ
ー
ニ
ョ
（
レ
ヴ
ァ
ー

ク
ー
ゼ
ン
、
１
８
）
も
３
得

点
で
続
く
。

　

対
す
る
日
本
は
、
こ
こ
ま

で
２
勝
１
敗
１
分
で
、
１
０

得
点
５
失
点
。
日
本
チ
ー

ム
の
得
点
王
は
、
３
得
点

の
旗
手
怜
央
（
順
天
堂
大
、

２
１
）
だ
。

　

決
勝
は
現
地
時
間
の
１
５

日
１
６
時
に
、
南
仏
の
サ
ロ

ン
＝
ド
＝
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
で

行
わ
れ
る
。（
１
２
日
付
伯

ン
タ
カ
ー
ザ
病
院
に
移
送
さ

れ
た
と
い
う
。

台
が
繰
り
出
し
、
午
前
中
か

ら
多
く
の
人
が
つ
め
か
け
、

パ
ウ
リ
ス
タ
大
通
り
を
埋
め

尽
く
し
た
。

　

今
年
も
、
国
内
各
地
か
ら

有
名
な
ド
ラ
ッ
グ
・
ク
イ
ー

ン
た
ち
が
集
ま
っ
た
の
を
は

じ
め
、
女
性
ラ
ッ
プ
歌
手
の

カ
ロ
ル
・
コ
ン
カ
や
テ
レ
ビ

女
性
司
会
者
の
フ
ェ
ル
ナ
ン

ダ
・
リ
マ
な
ど
の
有
名
芸
能

人
も
、
大
型
街
宣
車
上
の
ス

テ
ー
ジ
に
ゲ
ス
ト
と
し
て
招

か
れ
た
。
今
年
最
大
の
サ
プ

ラ
イ
ズ
は
、
９
０
年
代
、
世

界
中
に
大
ブ
ー
ム
を
巻
き
お

こ
し
た
イ
ギ
リ
ス
の
女
性

ヴ
ォ
ー
カ
ル
・
グ
ル
ー
プ
、

ス
パ
イ
ス
・
ガ
ー
ル
ズ
の
メ

イ
ン
・
ヴ
ォ
ー
カ
リ
ス
ト

だ
っ
た
メ
ル
Ｃ（
メ
ラ
ニ
ー
・

チ
ザ
ム
）
が
登
場
し
た
こ
と

だ
。

　

２
３
回
の
歴
史
を
誇
る
聖

市
ゲ
イ
パ
レ
ー
ド
だ
が
、
彼

女
の
よ
う
な
世
界
的
な
有
名

人
が
参
加
し
た
例
は
極
め
て

珍
し
い
。

決
勝
は
日
本
対
ブ
ラ
ジ
ル

な
る
か
日
本
、
大
会
初
制
覇
？

《 サ ッ カ ー》
トゥーロン国際

が
芸
能
界
に
ま
で
及
ん
で
い

る
。

　

そ
の
ひ
と
つ
が
、
１
５
日

夜
に
放
送
さ
れ
た
、
グ
ロ
ー

ボ
局
の
人
気
お
笑
い
番
組

「
ゾ
ー
ラ
・
ト
タ
ル
」
で
の

シ
ョ
ー
ト
コ
ン
ト
だ
っ
た
。

　

そ
こ
で
は
、
モ
ロ
氏
に
扮

し
た
俳
優
が
大
統
領
府
内
で

自
身
の
ア
ル
バ
ム
を
回
想
。

そ
こ
か
ら
が
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

と
な
り
、
自
身
の
「
か
つ
て

の
栄
光
」
を
寂
し
そ
う
に
歌

い
は
じ
め
た
、

　
「
私
は
か
つ
て
英
雄
だ
っ

た
。
国
外
に
も
呼
ば
れ
て
英

語
で
講
演
ま
で
や
っ
た
の
だ

が
」
と
歌
う
と
だ
ん
だ
ん
悲

し
げ
に
な
り
、
そ
こ
に
、
モ

ロ
氏
同
様
、
憲
法
で
禁
止
さ

れ
て
い
る
「
判
事
と
の
協
力

捜
査
」
を
行
っ
た
実
情
を
暴

露
さ
れ
た
ラ
ヴ
ァ
・
ジ
ャ
ッ

ト
の
主
任
捜
査
官
、
デ
ウ
タ

ン
・
ダ
ラ
グ
ノ
ル
氏
に
扮
し

た
俳
優
が
登
場
。「
情
報
を

洩
ら
さ
れ
た
か
ら
と
い
っ
て

泣
く
ん
じ
ゃ
な
い
」
と
傍
ら

に
寄
っ
て
な
ぐ
さ
め
た
。

　

画
面
で
は
そ
の
後
、
か
つ

て
大
統
領
府
前
に
立
て
ら
れ

た
、
ス
ー
パ
ー
マ
ン
の
ス
ー

ツ
を
着
た
モ
ロ
氏
の
巨
大
な

イ
ン
フ
レ
ー
タ
ブ
ル
人
形

が
、
空
気
を
抜
か
れ
て
し
ぼ

み
、
地
面
に
落
ち
る
映
像
が

流
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
１
３
日
に
は
、
人

気
女
性
フ
ォ
ー
ク
・
デ
ュ
オ
、

ア
ナ
ヴ
ィ
ッ
ト
ー
リ
ア
が
、

ポ
ル
ト
・
ア
レ
グ
レ
で
行
わ

れ
た
コ
ン
サ
ー
ト
で
、
替
え

歌
で
モ
ロ
氏
を
批
判
し
た
。

　
「
ジ
ア
・
エ
ス
ペ
シ
ア
ル

（
特
別
の
日
）」
と
い
う
曲
の

中
に
、「
人
々
が
愛
の
世
の

中
で
良
い
人
に
な
る
夢
を
見

た
ん
だ
け
ど
、
世
界
の
果
て

で
目
が
覚
め
た
」
と
い
う
歌

詞
が
あ
る
が
、
彼
女
た
ち
は

そ
の
後
半
を
「
モ
ロ
の
報
道

で
目
が
覚
め
た
」
と
歌
っ
て

話
題
と
な
っ
た
。

　

モ
ロ
氏
は
大
衆
週
刊
誌
な

ど
も
こ
ぞ
っ
て
絶
賛
す
る
存

在
で
も
あ
っ
た
た
め
、
世
間

で
の
知
名
度
が
抜
群
だ
っ
た

が
、
今
回
の
報
道
後
は
、
こ

れ
ら
の
雑
誌
も
手
の
ひ
ら
を

返
し
た
よ
う
な
厳
し
い
報
道

を
行
っ
て
い
る
。

（
１
６
日
付
レ
ヴ
ィ
ス
タ
・

フ
ォ
ル
ム
・
サ
イ
ト
、
１
４

日
付
フ
ォ
ー
リ
ャ
紙
電
子
版

よ
り
、
１
９
日
掲
載
）

夜
、
地
元
の
ニ
ュ
ー
ス
・
サ

イ
ト
、
レ
イ
・
セ
ッ
カ
・
マ

リ
カ
（
Ｌ
Ｓ
Ｍ
）
の
創
始
者

で
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
ロ
マ

リ
オ
・
ダ
・
シ
ウ
ヴ
ァ
・
バ

ロ
ス
氏
（
３
１
）
が
射
殺
さ

れ
る
事
件
が
起
き
た
。

　

目
撃
証
言
に
よ
る
と
、
襲

撃
当
時
、
バ
ロ
ス
氏
は
車
の

中
に
い
た
が
、
銃
弾
３
発
を

浴
び
て
死
亡
し
た
と
い
う
。

　

市
警
で
は
、
現
場
付
近
の

防
犯
カ
メ
ラ
の
映
像
を
分
析

し
て
、
現
場
の
状
況
を
確
認

す
る
と
共
に
、
犯
人
究
明
の

手
が
か
り
に
な
り
そ
う
な
情

報
を
探
し
て
い
る
が
、
１
９

日
昼
過
ぎ
の
時
点
で
は
、
詳

細
は
何
も
明
ら
か
に
さ
れ
て

い
な
い
。

　

バ
ロ
ス
氏
の
葬
儀
は
同
市

市
議
会
で
行
わ
れ
る
。
同
市

市
役
所
と
同
市
市
議
会
、
リ

（
２
５
日
付
Ｇ
１
サ
イ
ト
よ

り
、
２
６
日
掲
載
）

を
是
と
す
る
判
決
が
出
た
こ

と
な
ど
、
主
催
者
側
に
と
っ

て
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
も
あ
る

中
で
行
わ
れ
た
。

　

午
前
１
０
時
に
は
じ
ま
っ

た
パ
レ
ー
ド
に
は
、
派
手
に

彩
ら
れ
た
街
頭
宣
伝
車
１
９

　

以
前
の
ゲ
イ
パ
レ
ー
ド
で

は
参
加
者
へ
の
暴
力
事
件
な

ど
も
起
こ
っ
た
が
、
今
年
は

そ
の
よ
う
な
状
況
は
な
か
っ

た
。
だ
が
、
１
２
人
が
携
帯

電
話
を
盗
ま
れ
、
１
５
人
が

逮
捕
さ
れ
る
な
ど
の
混
乱
も

見
ら
れ
た
。

（
２
３
日
付
Ｇ
１
サ
イ
ト
な

ど
よ
り
、
２
５
日
掲
載
）

　

南
仏
で
開
催
さ
れ
て
い
る

つ
き
、
９
０
分
を
２
対
２
で

終
了
。
延
長
戦
は
行
わ
ず
に

Ｐ
Ｋ
戦
を
行
い
、
５
対
４
で

オ
州
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
協
会

は
１
９
日
に
、
同
氏
へ
の
追

悼
の
意
を
表
明
し
た
。

　

マ
リ
カ
市
で
は
、
５
月

２
５
日
夜
も
、地
元
紙
「
オ
・

カ
リ
カ
」社
主
の
ロ
ブ
ソ
ン
・

ジ
オ
ル
ノ
氏
が
ボ
ケ
イ
ロ
ン

区
の
自
宅
の
前
で
殺
さ
れ
る

と
い
う
事
件
が
起
き
た
ば
か

り
だ
。

　

ジ
オ
ル
ノ
氏
は
ア
ヴ
ァ
ン

テ
と
い
う
政
党
に
所
属
し
て

お
り
、
来
年
の
市
長
選
に
同

党
か
ら
出
馬
す
る
意
向
だ
っ

た
と
い
う
。

　

ジ
オ
ル
ノ
氏
殺
害
の
折

は
、
同
市
市
役
所
と
ア
ヴ
ァ

ン
テ
の
リ
オ
州
支
部
、
全
国

新
聞
協
会
が
追
悼
の
意
を
表

明
し
た
。

　

ジ
オ
ル
ノ
、
バ
ロ
ス
両

氏
の
殺
害
事
件
は
、
ニ
テ

ロ
イ
／
サ
ン
ゴ
ン
サ
ロ
両

市
担
当
の
市
警
殺
人
課
が

扱
う
。
市
警
で
は
、
電
話

２
１
・
２
２
５
３
・
１
１
７
７

で
、
市
民
か
ら
の
情
報
提
供

を
受
け
付
け
て
い
る
。

（
５
月
２
６
日
、
６
月
１
９

日
付
Ｇ
１
サ
イ
ト
よ
り
、

２
０
日
掲
載
）

　

伯
国
内
で
は
９
日
以
降
、

２
０
１
４
年
の
ラ
ヴ
ァ
・

ジ
ャ
ッ
ト
作
戦
開
始
以
来
、

「
新
し
い
ヒ
ー
ロ
ー
」
と
ま

で
呼
ば
れ
て
い
た
元
同
作
戦

を
告
げ
、「
強
盗
殺
人
に
違

い
な
い
」
と
語
っ
た
が
、
警

察
は
何
ら
か
の
事
情
で
消
さ

れ
た
と
推
測
。

　

フ
ラ
ヴ
ィ
オ
、
ル
ー
カ
ス

の
２
人
の
逮
捕
は
、
１
７
日

に
行
わ
れ
た
。
フ
ラ
ヴ
ィ
オ

容
疑
者
は
、
葬
儀
の
最
中
に

逮
捕
さ
れ
、
ル
ー
カ
ス
容
疑

者
は
、
自
宅
に
い
る
と
こ
ろ

を
逮
捕
さ
れ
た
。
フ
ラ
ヴ
ィ

オ
容
疑
者
は
家
庭
内
暴
力
で

逮
捕
令
状
が
出
て
い
た
。
ま

た
、
ル
ー
カ
ス
容
疑
者
は
未

成
年
時
の
麻
薬
密
売
で
身
柄

を
拘
束
さ
れ
た
事
が
あ
る
。

　

フ
ロ
ル
デ
リ
ス
下
議
と
ソ

ウ
ザ
氏
に
は
、
実
子
４
人
と

養
子
５
１
人
の
計
５
５
人
の

子
供
が
お
り
、
息
子
２
人
が

逮
捕
さ
れ
た
と
聞
か
さ
れ
た

フ
ロ
ル
デ
リ
ス
下
議
は
、「
う

ち
の
息
子
た
ち
に
限
っ
て
。

証
拠
も
な
く
、
バ
カ
な
事
を

言
わ
な
い
で
」
と
一
笑
に
ふ

し
た
と
い
う
。

　

警
察
に
よ
る
と
、
犯
人
は

覆
面
を
使
用
し
、
犯
行
前
に

飼
い
犬
に
薬
物
を
飲
ま
せ
て

眠
ら
せ
て
い
た
と
い
う
。
ま

た
、
犯
行
後
、
何
も
と
ら
ず

に
逃
げ
た
事
な
ど
も
わ
か
っ

て
い
る
。

　

ソ
ウ
ザ
氏
は
当
初
、
少
な

く
と
も
１
５
発
を
浴
び
た
と

報
じ
ら
れ
て
い
た
が
、
検
死

の
結
果
、
計
３
０
発
を
浴
び

て
い
た
事
が
明
ら
か
に
な
っ

た
。
内
９
発
は
股
間
か
ら
太

も
も
に
集
中
し
て
お
り
、
胸

部
に
も
８
発
が
浴
び
せ
ら
れ

て
い
た
。

　

警
察
は
ま
だ
捜
査
の
最
中

と
し
つ
つ
、
ソ
ウ
ザ
氏
が
愛

人
を
作
り
、
婚
外
交
渉
を
し

て
い
る
事
を
知
っ
た
息
子
達

が
、
母
親
を
守
り
た
い
、
ま

た
は
父
親
に
復
讐
を
と
考
え

て
起
こ
し
た
犯
行
と
の
見
方

を
し
て
い
る
よ
う
だ
。

　

１
８
日
は
、
市
警
が
電
話

の
通
信
記
録
に
ア
ク
セ
ス
す

る
許
可
を
求
め
た
他
、
リ
オ

州
検
索
局
が
捜
査
に
参
加
す

る
事
も
明
ら
か
に
さ
れ
た
。

（
１
６
、１
７
、１
８
日
付
Ｇ

１
サ
イ
ト
な
ど
よ
り
、
１
９

日
掲
載
）

字
ス
ポ
ー
ツ
サ
イ
ト
な
ど
よ

り
、
１
３
日
掲
載
）

※
な
お
、
１
５
日
に
行
わ
れ

た
決
勝
戦
は
１
対
１
の
引
き

分
け
の
後
に
Ｐ
Ｋ
戦
に
突
入

し
、
伯
国
が
５
対
４
で
勝
利

し
た
。

フ
ロ
ル
デ
リ
ス
下
議
と
ソ
ウ
ザ
氏
（
１
６
日
付
Ｇ
１
サ
イ

ト
の
記
事
の
一
部
）

　

リ
オ
市
近
郊
の
マ
リ
カ
市

ア
ラ
サ
チ
バ
区
で
１
８
日





（５） ２０１９年第５２７２号  ６月 ２８日 （金曜日）

EXPOSIÇÃO

JULIO GONZÁLEZ – 
ESPAÇO E MATÉRIA
Curadoria: Elena Llorens
Coleção: Museu Nacional 
d´Art de Catalunya
Onde: Instituto Tomie Oh-
take (Rua Coropés 88, Pi-
nheiros) 
De 05/06 a 04/08/2019
Horário: 3ª a domingo das 
11h às 20h
Ingresso: Entrada Gratuita 
Informações: 11/2245-
1900 ou www.institutoto-
mieohtake.org.br 

E PARA QUE POE-
TAS EM TEMPO DE 
POBREZA? CINEPO-
EMAS DE CARLOS 
ADRIANO
Curadoria: Priscyla Go-
mes.
Onde: Instituto Tomie Oh-
take (Rua Coropés 88, Pi-
nheiros) 
De 18/06 a 28/07/2019 
Horário: 3ª a domingo das 
11h às 20h
Ingresso: Entrada Gratuita 
Informações: 11/2245-
1900 ou www.institutoto-
mieohtake.org.br 

JAPÃO 47 ARTESÃOS
Onde: Japan House São 
Paulo (Avenida Paulista 
52, 2ºandar, Bela Vista)
De 22/04 a 17/07/2019
Horário: 3ª a Sábado das 
10h às 20h e Domingos e 
feriados das 10h às 18h
Ingresso: Entrada Gratuita
Informações: 11/3090-
8900 www.japanhouse.jp/
saopaulo

APRENDENDO COM 
MIGUEL BAKUN - 
SUBTROPICAL
Curadoria: Luise Malma-
ceda e Paulo Miyada.
Onde: Instituto Tomie Oh-
take (Rua Coropés 88, Pi-
nheiros) 
De 25/04 a 30/06/2019 
Horário: 3ª a domingo das 
11h às 20h
Ingresso: Entrada Gratuita 
Informações: 11/2245-
1900 ou www.institutoto-
mieohtake.org.br 

EXPOSIÇÃO: MANGÁ, 
ASPECTOS CULTU-
RAIS E HISTÓRICOS
Onde: Biblioteca da Fun-
dação Japão em São Paulo 
(Av Paulista 52, 3º andar, 

Bela Vista)
De 14/05 a 29/06/2019
Horários: 3ª a 6ª das 10h30 
às 19h30 e aos sábados das 
9h às 17h
Ingresso: Entrada Gratuita
Classifi cação: Livre
Informações: 11/3141-
0110

CASARÃO DO CHÁ – 
MOGI DAS CRUZES/
SP 
Onde: Casarão do Chá 
(Estrada Do Chá cx 05, 
acesso pela Estrada do Na-
gao, km 3, Cocuera, Mogi 
das Cruzes/SP) 
Visitação: Todos os do-
mingos das 9h às 17h 
Durante a semana visitas 
monitoradas: Escolas – 
visitação gratuita; Grupos 
Turisticos – R$100,00 até 
30 pessoas. Agendamen-
tos 11/4792-2164 
Ingresso: Entrada Gratuita 
Informações: 11/4792-
2164 e www.casaraodo-
cha.org.br 

CINEMA

BUNKYO CINEMA
Filme: A Esposa de Villon 
(Viyon no Tsuma)
Direção: Kichitaro Ne-
gishi
Ano de Produção: 2009
Legendado: português
Dia: Primeira quarta-fei-
ra útil do mês, às 13h 
(03/07/2019)
Onde: Grande Auditório 
do Bunkyo (Rua São Joa-
quim 381, Liberdade)
Capacidade: 1000 lugares
Ingressos: Gratuitos (por 
ordem de chegada)
Informações: 11/3208-
1755 e www.bunkyo.org.
br

O CINEMA DE YASU-
JIRO OZU: CORAL DE 
TOQUIO – CAMPINAS/
SP
Filme: Coral de Tóquio
Direção: Yasujiro Ozu
Ano de Produção: 1931 
(Preto e Branco)
Duração: 90 min
Dia 03/07/2019
Horário: 19h30
Onde: Museu da Imagem 
e do Som -MIS (Rua Re-
gente Feijo 859, Centro, 
Palácio dos Azulejos, 
Campinas/SP)
Ingressos: Entrada Gratui-
ta

EVENTO 

KARAOKE-DANCE 
DO NIKKEY CULTU-
RAL
Onde: NIKKEY CULTU-
RAL II (Rua BARAO DE 
IGUAPE 135 2 ANDAR)
TODAS AS QUINTAS E 
SÁBADOS
Horário: 8h às 16h (Serve 
Almoço)
Informações:  11/99857-
3845 com Iritsu
De TERÇAS E SÁBA-
DOS
Aulas de Tango com o Prof 
Hudson Falasca (Curso de 
Férias)
Informações: 11/94851-
3627

33ª FESTA DA CE-
REJEIRA DE GARÇA 
2019
Onde: Lago Artifi cial Prof 
J.K.Williams (Rua Vinte 
e Sete de Dezembro 394, 
Williams, Garça/SP)
De 27 a 30/06/2019
Horário: 27/06 às 19h, 
28/06 às 19h, 29/06às 12h 
e 30/06 às 10h30
Ingresso: Entrada Gratuita
Informações: www.cere-
jeirasfestival.com.br 

8º FESTIVAL DO JA-
PAO DE BRASILIA/DF
Onde: EXPOBRASÍLIA – 
Parque da Cidade – Brasí-
lia/DF
Dias 28, 29 e 30/06/2019
Horário: sexta e sábado 
das 10h às 22h e domingo 
das 10h às 20h
Ingresso: R$20,00 (in-
teira) e R$10,00 (meia) 
www.sympla.com.br 
Informações: www.fjapao.
com.br 

JAPÃO NA PRAÇA 
2019 – PIRACICABA/
SP
Onde: Praça José Bonifa-
cio, Centro, Piracicaba/SP
Dias 29 e 30/06/2019
Horário: sábado das 12h às 
22h e domingo das 10h às 
18h
Ingresso: Entrada Gratuita

29º IMIN MATSURI – 
CURITIBA/PR
Onde: EXPO BARIGUI 
(Rua Batista Ganz 430, 
Curitiba/PR)
Dias 29 e 30/06/2019
Horário: sábado das 10h às 
20h e domingo das 10h às 

18h
Ingresso: R$7,00

16º FESTA JUNINA DA 
IGREJA TENRIKYO PI-
RATININGA
Onde: Igreja Tenrikyo Pi-
ratininga (Rua Angical 
265)
Dia 29/06/2019
Horario: 16h às 22h
Ingresso: Entrada Gratuita

ABERTURA DE FOR-
NADA DE CERÂMICA 
NOBORIGAMA EM 
CUNHA/SP
Onde: Rua Paulo Jarbas da 
Silva 150, Estância Climá-
tica de Cunha/SP
Dia 29/06/2019
Horário: Abertura das Câ-
maras 10, 12, 14 e 16h
Ingresso: Entrada Gratuita 
Informações: 12/3111-
1530

89º CONCERTO BUNKYO 
AOS DOMINGOS
Recital de piano: Mariô 
Rebouças
Onde: Pequeno Auditório 
do Bunkyo (Rua São Joa-
quim 381, Liberdade)
Dia 30/06/2019
Horário: 11h
Ingresso: Entrada Gratuita 
(colabore doando 1Kg de 
alimento não perecível) 

KARAOKÊ-DANCE NI-
KKEY CULTURAL
Pioneiro nessa atividade 
cujo objetivo é de pro-
porcionar um ambiente 
familiar onde os freqüen-
tadores cantam suas mú-
sicas preferidas e dançam 
ritmos como o chá chá chá 
, rumba, forro , samba e 
country. 
Onde: Assoc. Cultural 
Tokushima Kenjin do Bra-
sil (Av Dr Antonio Maria 
Laert 275, 100m do Metro 
Tucuruvi) 
Dia 30/06/2019 
Horário: 8h às 18h e das 
18h às 22h Bailes com 
música ao vivo.
Informações: 11/99857-
3845 com Iritsu 

FESTIVAL DO CAN-
NOLI
Onde: Assoc Hokkaido de 
Cultura e Assistencia (Rua 
Joaquim Tavora 605, Vila 
Mariana)
Dia 30/06/2019
Horário: 12h

Ingresso: Entrada 
Gratuita 

APRESENTAÇÃO 
DE REISON KU-
RODA
Onde: Espaço Ca-
chuera! (Rua Monte 
Alegre1094, Perdizes)
Dia 02/07/2019 (ter-
ça-feira)
Horário:19h30 (dura-
ção 60 minutos)
Ingresso: Entrada Gra-
tuita (As senhas serão 
distribuídas no local, a 
partir das 18h30, Li-
mite de dois ingressos 
por pessoa, por ordem 
de chegada)
Capacidade: 100 luga-
res
Classifi cação: Livre

WORKSHOP DE 
S H A K U H A C H I 
COM REISON KU-
RODA 

Divulgação de eventos
com Cristiane Kisihara 

E-mail:cris_kisihara@hotmail.com
TEL: 11/3340-6060

Onde: Centro Cultural Aliança – Unidade 
Pinheiros (Rua Dep. Lacerda Franco 328, 
Pinheiros) 
Dia 03/07/2019 (quarta-feira)
Horário: 19h às 20h30 
Inscrição devem ser realizadas através 
do: e-mail: info@fjsp.org.br, inserindo na 
linha de assunto: “Workshop do Kuroda”. 
No corpo do e-mail, enviar o nome com-
pleto, telefone para contato, idade, qual 
estilo pratica e há quanto tempo. Assim 
que recebermos as inscrições, retornare-
mos confi rmando a inscrição por meio de 
e-mail.
Evento Gratuito
Vagas: Limitadas

CURSO 

CURSO DE CERÂMICA
Com: MAKOTO FUKUZAWA (Cera-
mista e Presidente da CCBrás)
Onde: Rua Fidalga 960, Vila Madalena
Dias: Segunda: 14h às 17h; Terça: 18h30 
às 21h30; e Sábado: 9h às 16h
Informações: makotoformaefogo@
gmail.com 

CURSOS DA NIKKEY CULTURAL 
Onde: Rua Tomas Gonzaga 95, 4andar, 
Liberdade 
Cursos: Karaokê, Idiomas (japones, in-
glês e espanhol), teclado, informatica 
para a 3ª idade e dança de salão. E agora 
Curso de Tênis de Mesa.
Informações: 11/99857-3845 Iritsu 

週
末
お
で
か
け
情
報
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「『
日に

本ほ
ん

語ご

教き
ょ
う

育い
く

推す
い

進し
ん

法ほ
う

』

に
つ
い
て
の
意い

見け
ん

交こ
う

換か
ん

会か
い

」
で

は
、
ブ
ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

会か
い

議ぎ

の

徳と
く

力り
き

啓け
い

三ぞ
う

会か
い

長ち
ょ
うが
「
ブ
ラ
ジ

ル
で
日に

本ほ
ん

語ご

を
勉べ

ん

強き
ょ
うし
て
ど

う
な
る
か
見み

え
に
く
い
」
と

　

日に

本ほ
ん

国こ
く

内な
い

で
暮く

ら
す
外が

い

国こ
く

人じ
ん

を
主お

も

な
対た

い

象し
ょ
うと
し
て
日に

本ほ
ん

語ご

教き
ょ
う

育い
く

を
推す

い

進し
ん

す
る
た
め
の
『
日に

本ほ
ん

語ご

教き
ょ
う

育い
く

推す
い

進し
ん

法ほ
う

』
が

６
月が

つ

２
１
日に

ち

、
参さ

ん

院い
ん

本ほ
ん

会か
い

議ぎ

で
可か

決け
つ

、
成せ

い

立り
つ

し
た
。
同ど

う

法ほ
う

案あ
ん

に
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

語ご

セ
ン
タ
ー
の
日く

さ

下か

野の

良よ
し

武た
け

理り

事じ

長ち
ょ
う（
７
５
、
熊く

ま

本も
と

県け
ん

）
の
働は

た
らき
か
け
で
、
海か

い

外が
い

日に
っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

の
日に

本ほ
ん

語ご

教き
ょ
う

育い
く

支し

援え
ん

も
途と

中ち
ゅ
うか
ら
盛も

り
込こ

ま
れ
た
。
こ
の
法ほ

う

案あ
ん

成せ
い

立り
つ

に
先さ

き

立だ

っ
た
今こ

ん

月げ
つ

２
０
日か

午ご

後ご

に
、
同ど

う

日に

本ほ
ん

語ご

セ
ン
タ
ー
で
は
「『
日に

本ほ
ん

語ご

教き
ょ
う

育い
く

推す
い

進し
ん

法ほ
う

』
に
つ
い
て
の
意い

見け
ん

交こ
う

換か
ん

会か
い

」
を
聖せ

い

市し

ビ
ラ
・
マ
リ
ア
ー
ナ
区く

の
同ど

う

セ
ン
タ
ー
講こ

う

堂ど
う

で
開か

い

催さ
い

。
日に

本ほ
ん

語ご

教き
ょ
う

育い
く

関か
ん

係け
い

者し
ゃ

が
４
２
人に

ん

集あ
つ

ま
り
、
日に

本ほ
ん

側が
わ

に
提て

い

出し
ゅ
つす
る
要よ

う

望ぼ
う

書し
ょ
へ
の
意い

見け
ん

を
述の

べ
た
。

発は
つ

言げ
ん

し
た
。
現げ

ん

状じ
ょ
うで
は
日に

本ほ
ん

語ご

を
好す

き
で
学ま

な

ん
で
も
、
日に

本ほ
ん

か
ら
の
進し

ん

出し
ゅ
つ

企き

業ぎ
ょ
うが
積せ

っ

極
き
ょ
く

的て
き

に
雇こ

用よ
う

す
る
な
ど
の
学が

く

習
し
ゅ
う

者し
ゃ

へ
の
メ
リ
ッ
ト
は
あ
ま
り
な

い
。
日く

さ

下か

野の

理り

事じ

長ち
ょ
うは
セ
ン

タ
ー
の
意い

見け
ん

と
し
て
「
日に

本ほ
ん

語ご

を
学ま

な

ん
だ
と
い
う
証

し
ょ
う

明め
い

書し
ょ

を
出だ

し
た
り
、
報ほ

う

奨し
ょ
う

金き
ん

を
出だ

し
た
い
」
と
意い

欲よ
く

を
語か

た

っ
て

案あ
ん

は
成せ

い

立り
つ

す
る
予よ

定て
い

。
そ
の

後ご

は
セ
ン
タ
ー
か
ら
在ざ

い

聖せ
い

総そ
う

領り
ょ
う

事じ

館か
ん

を
経へ

て
、
日に

本ほ
ん

の
国こ

っ

会か
い

に
要よ

う

望ぼ
う

書し
ょ

を
提て

い

出し
ゅ
つす
る
必ひ

つ

要よ
う

が
あ
る
」
と
説せ

つ

明め
い

。

　
「
伯は

っ

国こ
く

の
日に

本ほ
ん

語ご

教き
ょ
う

育い
く

機き

関か
ん

を
代だ

い

表ひ
ょ
うし
て
セ
ン
タ
ー
に

予よ

算さ
ん

が
下お

り
る
。
そ
こ
か
ら
、

要よ
う

望ぼ
う

に
基も

と

づ
い
て
お
金か

ね

を
振ふ

り
分わ

け
る
」
と
同ど

う

会か
い

を
開か

い

催さ
い

し
た
意い

義ぎ

を
語か

た

り
、
セ
ン
タ

ー
と
し
て
「
遠え

ん

隔か
く

教き
ょ
う

育い
く

や
教

き
ょ
う

科か

書し
ょ

開か
い

発は
つ

に
お
金か

ね

を
か
け
た

い
。
そ
の
た
め
に
基き

金き
ん

を
創つ

く

り
た
い
と
考か

ん
が
え
て
い
る
」
と
の

展て
ん

望ぼ
う

も
語か

た
っ
た
。

　

日に

本ほ
ん

語ご

教き
ょ
う

育い
く

関か
ん

係け
い

者し
ゃ

か

ら
最も

っ
と
も
多お

お

く
意い

見け
ん

が
挙あ

が
っ

た
の
は
、
日に

本ほ
ん

語ご

教き
ょ
う

師し

へ
の

資し

金き
ん

援え
ん

助じ
ょ

だ
。
ジ
ュ
ン
ジ
ア

イ
日に

本ほ
ん

語ご

学が
っ

校こ
う

の
藤ふ

じ

野の

琴こ
と

子こ

先せ
ん

生せ
い

は
「
日に

本ほ
ん

語ご

教き
ょ
う

師し

の

給き
ゅ
う

料り
ょ
うが
安や

す

く
、
養よ

う

成せ
い

講こ
う

座ざ

に

行い

く
お
金か

ね

を
払は

ら

う
の
も
大た

い

変へ
ん

。

奨し
ょ
う

学が
く

金き
ん

が
あ
れ
ば
受う

け
や
す

い
」
と
提て

い

言げ
ん

し
た
。

　

マ
イ
リ
ボ
ラ
ン
同ど

う

志し

会か
い

の

横よ
こ

溝み
ぞ

み
え
先せ

ん

生せ
い

は
、
若わ

か

手て

人じ
ん

材ざ
い

の
確か

く

保ほ

に
苦く

戦せ
ん

し
て
い
る

点て
ん

に
言げ

ん

及き
ゅ
うし
「
資し

金き
ん

が
な
く
、

若わ
か

手て

の
定て

い

着ち
ゃ
くや
育い

く

成せ
い

が
難む

ず
か
し

い
。
若わ

か

者も
の

支し

援え
ん

奨し
ょ
う

学が
く

金き
ん

等な
ど

の

制せ
い

度ど

を
作つ

く
っ
て
ほ
し
い
」
と
訴

う
っ
た

　
【
沖お

き

縄な
わ

県け
ん

那な

覇は

市し

発は
つ

】「
移い

民み
ん

の
日ひ

交こ
う

流り
ゅ
う

感か
ん

謝し
ゃ

会か
い

」
が
６

月が
つ

１
８
日に

ち

に
、
沖お

き

縄な
わ

県け
ん

の
那な

覇は

セ
ン
ト
ラ
ル
ホ
テ
ル
で
開か

い

催さ
い

さ
れ
た
。
主し

ゅ

催さ
い

は
沖お

き

縄な
わ

パ

ン
ア
メ
リ
カ
ン
協

き
ょ
う

会か
い

（
会か

い

長
ち
ょ
う

＝
沖お

き

縄な
わ

カ
ナ
ダ
協

き
ょ
う

会か
い

会か
い

長ち
ょ
うの

大お
お

山や
ま

盛せ
い

稔し
ん

氏し

）。
約や

く

１
５
０

人に
ん

が
集あ

つ

ま
り
、
盛せ

い

大だ
い

に
祝い

わ

っ

た
。

　

年ね
ん

に
一い

ち

度ど

、
沖お

き

縄な
わ

カ
ナ
ダ

協き
ょ
う

会か
い

、
沖お

き

縄な
わ

ハ
ワ
イ
協

き
ょ
う

会か
い

、
沖お

き

縄な
わ

キ
ュ
ー
バ
協

き
ょ
う

会か
い

、
沖お

き

縄な
わ

ブ
ラ
ジ
ル
協

き
ょ
う

会か
い

、
沖お

き

縄な
わ

ボ
リ

ヴ
ィ
ア
協

き
ょ
う

会か
い

、
沖お

き

縄な
わ

ペ
ル
ー

協き
ょ
う

会か
い

、
沖お

き

縄な
わ

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン

協き
ょ
う

会か
い

が
集あ

つ

ま
っ
て
会か

い

食し
ょ
くと
親し

ん

睦ぼ
く

を
深ふ

か

め
て
い
る
。

　

来ら
い

賓ひ
ん

と
し
て
沖お

き

縄な
わ

県け
ん

副ふ
く

知ち

事じ

、
沖お

き

縄な
わ

県け
ん

議ぎ

会か
い

議ぎ

長ち
ょ
うの
新し

ん

里ざ
と

米よ
ね

吉き
ち

氏し

、
外が

い

務む

省し
ょ
うの
沖お

き

縄な
わ

担た
ん

当と
う

大た
い

使し

の
川か

わ

村む
ら

裕ひ
ろ
し

氏し

、
ロ

バ
ー
ト
・
ケ
プ
キ
ー
在ざ

い

沖ち
ゅ
う

米べ
い

国こ
く

総そ
う

領り
ょ
う

事じ

館か
ん

総そ
う

領り
ょ
う

事じ

な
ど

え
た
。

　

リ
オ
・
デ
・
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
で

昨さ
く

年ね
ん

ま
で
日に

本ほ
ん

語ご

教き
ょ
う

師し

を
務つ

と

め
て
い
た
女じ

ょ

性せ
い

は
「
非ひ

日に
っ

系け
い

人じ
ん

の
日に

本ほ
ん

語ご

教き
ょ
う

師し

を
採さ

い

用よ
う

す

る
時と

き

に
、
何な

に

を
基き

準じ
ゅ
んに
す
れ

ば
良よ

い
か
分わ

か
ら
な
か
っ
た
。

何な
ん

ら
か
の
資し

格か
く

試し

験け
ん

、
資し

格か
く

証し
ょ
う

明め
い

が
必ひ

つ

要よ
う

」
と
意い

見け
ん

を
述の

べ
た
。

　

国こ
く

際さ
い

交こ
う

流り
ゅ
う

基き

金き
ん

サ
ン
パ
ウ

ロ
文ぶ

ん

化か

セ
ン
タ
ー
の
日に

本ほ
ん

語ご

上じ
ょ
う

級き
ゅ
う

専せ
ん

門も
ん

家か

、
久く

野の

元げ
ん

さ

ん
は
「
教

き
ょ
う

師し

の
地ち

位い

を
確か

く

保ほ

す
る
た
め
に
『
資し

格か
く

』
が
必ひ

つ

要よ
う

。『
日に

本ほ
ん

人じ
ん

』『
日に

本ほ
ん

語ご

話は
な

せ
る
』
と
い
う
理り

由ゆ
う

で
先せ

ん

生せ
い

に
な
っ
て
い
る
人ひ

と

も
多お

お

い
」
と

指し

摘て
き

し
た
。
同ど

う

様よ
う

の
意い

見け
ん

は

が
挨あ

い

拶さ
つ

を
行

お
こ
な

っ
た
。

　

乾か
ん

杯ぱ
い

は
（
公こ

う

財ざ
い

）
沖お

き

縄な
わ

県け
ん

国こ
く

際さ
い

交こ
う

流り
ゅ
う・
人じ

ん

材ざ
い

育い
く

成せ
い

財ざ
い

団だ
ん

理り

事じ

長ち
ょ
うの
與よ

那な

嶺み
ね

善
道
が
音お

ん

頭ど

を
取と

っ
て
、
元げ

ん

気き

よ
く
盃

さ
か
ず
き

を
交か

わ
し
た
。

　

余よ

興き
ょ
うに
は
沖お

き

縄な
わ

ハ
ワ
イ
協

き
ょ
う

会か
い

に
よ
る
フ
ラ
ダ
ン
ス
と
ウ

ク
レ
レ
演え

ん

奏そ
う

、
沖お

き

縄な
わ

尚し
ょ
う

学が
く

高こ
う

校こ
う

地ち

域い
き

研け
ん

究き
ゅ
う

部ぶ

の
賛さ

ん

助じ
ょ

出
し
ゅ
つ

演え
ん

で
イ
ン
ド
創そ

う

作さ
く

舞ぶ

踊よ
う

、
沖お

き

縄な
わ

ペ
ル
ー
協

き
ょ
う

会か
い

に
よ
る
ギ
タ

新あ
た
らし
く
立た

ち
上あ

げ
た
サ
イ
ト

　

日に
っ

伯ぱ
く

文ぶ
ん

化か

連れ
ん

盟め
い

（
ア
リ
ア

ン
サ
、
吉よ

し

田だ

エ
ド
ワ
ル
ド
理り

事じ

長ち
ょ
う

）
は
先せ

ん

月げ
つ

３
０
日に

ち

に
、

聖せ
い

市し

ピ
ニ
ェ
イ
ロ
ス
区く

に
あ
る

ピ
ニ
ェ
イ
ロ
ス
文ぶ

ん

化か

セ
ン
タ
ー

の
宮み

や

坂さ
か

国く
に

人と

講こ
う

堂ど
う

で
、
バ
ー

チ
ャ
ル
・
ブ
ッ
ク
ス
ト
ア
（
オ

ン
ラ
イ
ン
書し

ょ

店て
ん

、
サ
イ
ト
＝

http://acbj.com
m

er-

cesu
ite.com

.b
r/

）
の

完か
ん

成せ
い

を
発は

っ

表ぴ
ょ
うし
た
。

　

同ど
う

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
ア
リ

ア
ン
サ
の
生せ

い

徒と

が
教

き
ょ
う

材ざ
い

や
資し

料り
ょ
う

を
手て

に
入い

れ
に
く
い
こ
と

か
ら
開か

い

始し

。
ア
リ
ア
ン
サ
の

パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
チ
ー
ム
が
、
昨さ

く

年ね
ん

１
２
月が

つ

か
ら
試し

験け
ん

的て
き

に
開か

い

始し

し
て
い
る
。

　

吉よ
し

田だ

理り

事じ

長ち
ょ
うは
「
バ
ー
チ
ャ

ル・
ブ
ッ
ク
ス
ト
ア
の
設せ

つ

立り
つ

は
、

昔む
か
しか
ら
の
夢ゆ

め

だ
っ
た
。
前ま

え

の
経け

い

営え
い

陣じ
ん

の
時と

き

か
ら
完か

ん

成せ
い

を
待ま

っ

て
い
た
」
と
述の

べ
て
い
る
。

　

同ど
う

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
僅わ

ず

か
５
カ
月げ

つ

で
約や

く

１
千せ

ん

冊さ
つ

の
本ほ

ん

の
販は

ん

売ば
い

に
成せ

い

功こ
う

。
前ぜ

ん

会か
い

長ち
ょ
うの

大お
お

城し
ろ

幸ゆ
き

雄お

氏し

は
「
国こ

く

際さ
い

交こ
う

流
り
ゅ
う

基き

金き
ん

の
教

き
ょ
う

科か

書し
ょ

『
ま
る
ご
と
』

が
売う

り

上あ
げ

の
約や

く

７
割わ

り

を
占し

め
て

い
る
」
と
説せ

つ

明め
い

す
る
。

　

さ
ら
に
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
責せ

き

任に
ん

者し
ゃ

の
デ
ィ
エ
ゴ
・
ト
レ
ス
氏し

は
「
ア
マ
ゾ
ン
や
北ほ

く

東と
う

伯は
く

地ち

域い
き

な
ど
、
想そ

う

像ぞ
う

し
て
い
な
か
っ

た
場ば

所し
ょ

か
ら
注

ち
ゅ
う

文も
ん

が
あ
り
ま

し
た
」
と
驚お

ど
ろ

く
。

　

ま
た
、
ニ
ッ
ケ
イ
新し

ん

聞ぶ
ん

が
い
る
。
確た

し

か
に
、
日に

本ほ
ん

語ご

学が
く

習し
ゅ
うの
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
維い

持じ

に

繋つ
な

が
る
取と

り
組く

み
は
有ゆ

う

効こ
う

か

も
？

　
　
　
　
　

◎

　

移い

民み
ん

１
１
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

記き

念ね
ん

事じ

業ぎ
ょ
う、
聖せ

い

州し
ゅ
うサ
ン
ロ
ッ
ケ
市し

の

「
文ぶ

ん

協き
ょ
う

総そ
う

合ご
う

セ
ン
タ
ー
」（
国こ

く

士し

舘か
ん

大だ
い

学が
く

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ

ー
）
内な

い

の
「
原は

ら

沢さ
わ

パ
ビ
リ
オ

ン
」
建け

ん

設せ
つ

の
経け

い

過か

は
順

じ
ゅ
ん

調
ち
ょ
う

な
よ
う
。
同ど

う

実じ
っ

行こ
う

委い

員い
ん

長ち
ょ
うを

務つ
と

め
た
菊き

く

地ち

義よ
し

治は
る

氏し

に
よ
れ

ば
、「
２
５
日に

ち

に
、
２
階か

い

の

床ゆ
か

面め
ん

に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
流な

が

し
込こ

み
、
基き

礎そ

工こ
う

事じ

を
終お

え

た
」
と
の
こ
と
。
４
月が

つ

に
起き

工こ
う

式し
き

が
執と

り
行お

こ
な

わ
れ
、
年ね

ん

内な
い

に
竣

し
ゅ
ん

工こ
う

の
予よ

定て
い

。
７
月が

つ

の
文ぶ

ん

協き
ょ
う

桜ざ
く
らま
つ
り
で
の
使し

用よ
う

予よ

定て
い

ドミンゴコンサート、今
こん

週
しゅう

末
まつ

伯
はく

人
じん

ピアニストが演
えん

奏
そう

披
ひ

露
ろう

　

日く
さ

下か

野の

理り

事じ

長ち
ょ
うは
、
昨さ

く

年ね
ん

５
月が

つ

か
ら
こ
れ
ま
で
に
三み

度た
び

訪ほ
う

日に
ち

し
た
際さ

い

の
経け

い

緯い

を
語か

た

り

「
今こ

ん

国こ
っ

会か
い

最さ
い

終し
ゅ
う

日び

ま
で
に
法ほ

う

教き
ょ
う

師し

４
２
人に

ん

が
意い

見け
ん

交こ
う

換か
ん

会か
い

日に

本ほ
ん

語ご

教き
ょ
う

育い
く

推す
い

進し
ん

法ほ
う

の
国こ

っ

会か
い

成せ
い

立り
つ

で

ー
と
カ
ホ
ン
が
演え

ん

奏そ
う

さ
れ

た
。

　

さ
ら
に
、
ウ
チ
ナ
ー
ン
チ

ュ
子し

弟て
い

留り
ゅ
う

学が
く

生せ
い

に
よ
る
三さ

ん

線し
ん

と
沖お

き

縄な
わ

舞ぶ

踊よ
う

で
は
、「
か
ぎ

や
で
風ふ

う

」「
上ぬ

ぶ

りぃ

口く

説ど
ぅ
ち

」
を

金か
な

城し
ろ

ル
ー
カ
ス
秀ひ

で

樹き

（
ブ
ラ

ジ
ル
）、
安あ

富ふ

祖そ

末す
え

吉き
ち

ア
レ

ハ
ン
ド
ロ
（
ペ
ル
ー
）、
新あ

ら

間ま

マ
ル
テ
ィ
ン
（
ア
ル
ゼ
ン

チ
ン
）
が
本ほ

ん

格か
く

的て
き

な
演え

ん

奏そ
う

と

唄う
た

と
踊お

ど

り
を
見み

せ
、
場

じ
ょ
う

内な
い

か

米べ
い

大た
い

陸り
く

の
協き

ょ
う

会か
い

関か
ん

係け
い

者し
ゃ

集あ
つ

ま
り
祝し

ゅ
く

宴え
ん

那な

覇は

市し

で
移い

民み
ん

の
日ひ

交こ
う

流り
ゅ
う

感か
ん

謝し
ゃ

会か
い

北ほ
く

伯は
く

、
北ほ

く

東と
う

伯は
く

か
ら
も
注ち

ゅ
う

文も
ん

入は
い

る

ア
リ
ア
ン
サ
の
オ
ン
ラ
イ
ン
書し

ょ

店て
ん

パ
ル
ケ
・
コ
ン
チ
ネ
ン
タ
ル
で

第だ
い

21
回か

い

桜さ
く
ら

祭ま
つ

り
、
７
月が

つ

７
日か

に

ら
大お

お

き
な
拍は

く

手し
ゅ

が
わ
い
た
。

　

最さ
い

後ご

は
、
沖お

き

縄な
わ

ペ
ル
ー
協

き
ょ
う

会か
い

の
比ひ

嘉が

憲け
ん

太た

郎ろ
う

氏し

の
閉へ

い

会か
い

の
挨あ

い

拶さ
つ

で
閉へ

い

会か
い

し
、
来ら

い

年ね
ん

の
再さ

い

会か
い

を
固か

た

く
誓ち

か

っ
た
。（
翁お

長な
が

巳み

酉ど
り

さ
ん
通つ

う

信し
ん

）

　

パ
ル
ケ
・
コ
ン
チ
ネ
ン
タ

ル
・
コ
ム
ニ
ダ
ー
デ
・
ク
ル

ベ
（
土つ

ち

田だ

孝た
か

治は
る

会か
い

長ち
ょ
う）
は
７

月が
つ

７
日か

、『
第だ

い

２
１
回か

い

桜さ
く
ら

祭ま
つ

り
』
を
聖せ

い

市し

と
オ
ザ
ス
コ

市し

の
市し

境ざ
か
い

に
あ
る
同ど

う

会か
い

館か
ん

（A
v. D

r. Fra
n

cisco 
de P

au
la V

icente de 

A
zeve

d
o

, 5
5

5
, Ja

-
guare

）
で
、
午ご

前ぜ
ん

１
１
時じ

か
ら
午ご

後ご

５
時じ

ま
で
開か

い

催さ
い

す

る
。
入

に
ゅ
う

場じ
ょ
う

無む

料り
ょ
う。

　

敷し
き

地ち

に
は
約や

く

１
５
０
本ぽ

ん

の

桜さ
く
らが
植う

え
ら
れ
て
お
り
、
販は

ん

売ば
い

さ
れ
る
焼や

き
そ
ば
や
天て

ん

ぷ

ら
な
ど
の
日に

本ほ
ん

食し
ょ
く

を
食た

べ
な
が
ら
花は

な

見み

が
出で

来き

る
。
舞ぶ

台た
い

で
は
太た

い

鼓こ

演え
ん

奏そ
う

や
日に

本ほ
ん

舞ぶ

教
きょう

育
いく

レベル向
こう

上
じょう

策
さく

を議
ぎ

論
ろん

（７） ２０１９年第５２７２号 	 ６月	２８日	（金曜日）

日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

師
し

意
い

見
けん

交
こう

換
かん

会
かい

の様
よう

子
す

会
かい

の様
よう

子
す

（翁
お

長
なが

さん提
てい

供
きょう

）

日
に

本
ほ ん

語
ご

センター

多お
お

く
「
今い

ま

の
日に

本ほ
ん

語ご

教き
ょ
う

師し

は

質し
つ

が
悪わ

る

い
。
予よ

算さ
ん

を
組く

ん
で
、

専せ
ん

門も
ん

家か

を
常

じ
ょ
う

駐ち
ゅ
うさ
せ
る
べ
き
」

と
言い

い
切き

る
人ひ

と

も
。

　
　
　
　
　

☆

　

同ど
う

法ほ
う

案あ
ん

は
２
年ね

ん

前ま
え

か
ら
作さ

く

成せ
い

が
進す

す

ん
で
い
た
が
、
今こ

年と
し

４
月が

つ

か
ら
日に

本ほ
ん

で
外が

い

国こ
く

人じ
ん

労ろ
う

働ど
う

者し
ゃ

を
受う

け

入い
れ

拡か
く

大だ
い

す
る
新し

ん

制せ
い

度ど

が
施し

行こ
う

し
た
こ
と
に
よ
り
、

在ざ
い

留り
ゅ
う

外が
い

国こ
く

人じ
ん

が
大お

お

幅は
ば

に
増ぞ

う

加か

す
る
の
を
見み

越こ

し
て
成せ

い

立り
つ

へ
加か

速そ
く

し
た
。
今こ

ん

後ご

は
外が

い

国こ
く

人じ
ん

の
日に

本ほ
ん

語ご

教き
ょ
う

育い
く

を
進す

す

め
、

人じ
ん

材ざ
い

育い
く

成せ
い

や
教

き
ょ
う

材ざ
い

開か
い

発は
つ

等な
ど

を

支し

援え
ん

し
教

き
ょ
う

育い
く

環か
ん

境き
ょ
うを
整せ

い

備び

す

今
こ

年
とし

の４月
がつ

４日
か

午
ご

前
ぜん

、衆
しゅう

議
ぎ

院
いん

議
ぎ

員
いん

会
かい

館
かん

内
ない

の馳
はせ

浩
ひろし

衆
しゅう

議
ぎ

事
じ

務
む

所
しょ

で馳
はせ

浩
ひろし

衆
しゅう

議
ぎ

（右
みぎ

）と坂
さか

本
もと

哲
てつ

志
し

衆
しゅう

議
ぎ

る
。

　

今こ
ん

国こ
っ

会か
い

で
提て

い

出し
ゅ
つさ
れ
、
参さ

ん

議ぎ

院い
ん

文ぶ
ん

教き
ょ
う

科か

学が
く

委い

員い
ん

会か
い

を

今こ
ん

月げ
つ

２
０
日か

に
全ぜ

ん

会か
い

一い
っ

致ち

で

通つ
う

過か

。
翌よ

く

日じ
つ

の
２
１
日に

ち

に
参さ

ん

議ぎ

院い
ん

本ほ
ん

会か
い

議ぎ

で
実じ

っ

際さ
い

に
可か

決け
つ

さ
れ
成せ

い

立り
つ

し
た
。（
つ
づ
く
）

ブ
ラ
ジ
ル
か
ら
来ら

い

沖ち
ゅ
う

中ち
ゅ
う

の
テ
ツ
オ
・
ヒ
ガ
さ
ん

を
囲か

こ

ん
で
（
翁お

長な
が

さ
ん
提て

い

供き
ょ
う

）

土つ
ち

田だ

会か
い

長ち
ょ
う

会か
い

長ち
ょ
うは
「
今こ

ん

後ご

も
日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

に
関か

ん

連れ
ん

す
る
本ほ

ん

の
販は

ん

売ば
い

を
拡か

く

大だ
い

し
て
い
き
た
い
」
と
語か

た

っ
て

い
る
。

刊か
ん

行こ
う

し
た

『
日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

』
の
第だ

い

２
巻か

ん

、
第だ

い

３
巻か

ん

や
、

日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

紹し
ょ
う

介か
い

本ぼ
ん

『
Ｉ
Ｚ
Ａ
Ｋ

Ａ
Ｙ
Ａ 

― 
por den -
tro d

o
s 

b
o

teco
s 

jap
o

n
e -

ses

』
等な

ど

も

多お
お

く
注

ち
ゅ
う

文も
ん

が
入は

い

っ
て
い

る
。

　

大お
お

城し
ろ

前ぜ
ん

q
u

im
, 3

8
1

）
で
開か

い

催さ
い

す

る
。
入

に
ゅ
う

場じ
ょ
う

無む

料り
ょ
うだ
が
、
保ほ

存ぞ
ん

食し
ょ
く
１
キ
ロ
の
寄き

付ふ

を
呼よ

び
か

け
て
い
る
。

　

今こ
ん

回か
い

の
演え

ん

奏そ
う

者し
ゃ

は
、
サ
ン

タ
・
マ
ル
セ
リ
ー
ナ
大だ

い

学が
く

で

ピ
ア
ノ
講こ

う

師し

を
務つ

と

め
る
マ
リ

オ
・
レ
ボ
ウ
サ
ス
（M

ariô 
R

eb
o

u
ças

）
さ
ん
。
母は

は

親お
や

の
影え

い

響き
ょ
うで
ピ
ア
ノ
を
始は

じ

め
、

サ
ン
パ
ウ
ロ
州

し
ゅ
う

立り
つ

ジ
ャ
ズ
交こ

う

響き
ょ
う

楽が
く

団だ
ん

の
ピ
ア
ニ
ス
ト
と
し

て
活か

つ

動ど
う

し
て
い
る
。
普ふ

段だ
ん

は

ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音お

ん

楽が
く

も
演え

ん

奏そ
う

す

る
が
、
今こ

ん

回か
い

は
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト

や
シ
ョ
パ
ン
、坂さ

か

本も
と

龍り
ゅ
う

一い
ち

の「
Ｃ

Ｈ
Ａ
Ｎ
Ｓ
Ｏ
Ｎ
」
等な

ど

の
ク
ラ

シ
ッ
ク
音お

ん

楽が
く

を
中

ち
ゅ
う

心し
ん

に
披ひ

露ろ
う

す
る
。

　

案あ
ん

内な
い

に
来ら

い

社し
ゃ

し
た
本ほ

ん

田だ

委い

員い
ん

長ち
ょ
う
は
「
彼か

の

女じ
ょ

の
ピ
ア
ノ
は

弾ひ

き
方か

た

が
優や

さ

し
く
て
、
と
て

も
聴き

き
や
す
い
で
す
。
ク
ラ

シ
ッ
ク
の
曲き

ょ
く

を
聴き

く
機き

会か
い

は

な
か
な
か
無な

い
と
思お

も

う
の
で
、

是ぜ

非ひ

来き

て
く
だ
さ
い
」
と
呼よ

び
か
け
て
い
る
。

　

な
お
、
寄き

付ふ

さ
れ
た
保ほ

存ぞ
ん

食し
ょ
くは
や
す
ら
ぎ
ホ
ー
ム
に
寄き

付ふ

さ
れ
る
。

　

問と
い

合あ
わ

せ
は
、
文ぶ

ん

協き
ょ
う（
１
１
・ 

３
２
０
８ 

・
１
７
５
５
）
ま

で
。

案あ
ん

内な
い

で
来ら

い

社し
ゃ

し
た
本ほ

ん

田だ

ジ
ュ
リ
ア
さ
ん

踊よ
う

、
ビ
ン
ゴ
な
ど
が
催も

よ
お

さ
れ
、

バ
ザ
ー
で
は
日に

ち

用よ
う

品ひ
ん

や
洋よ

う

服ふ
く

が
販は

ん

売ば
い

さ
れ
る
。

　

案あ
ん

内な
い

の
た
め
来ら

い

社し
ゃ

し
た
土つ

ち

田だ

会か
い

長ち
ょ
う

は
「
桜さ

く
ら

を
楽た

の

し
く

愛め

で
ら
れ
る
お
祭ま

つ

り
で
す
の

で
、
皆み

な

さ
ん
ぜ
ひ
お
越こ

し
下く

だ

さ
い
」
と
来ら

い

場じ
ょ
うを
呼よ

び
か
け

た
。

　

問と

い
合あ

わ
せ
は
土つ

ち

田だ

会か
い

長
ち
ょ
う

（
１
１
・
９
９
６
０
４
・
６
９ 

９
６
）
ま
で
。

　

文ぶ
ん

協き
ょ
う

音お
ん

楽が
く

委い

員い
ん

会か
い

（
本ほ

ん

田だ

ジ
ュ
リ
ア
委い

員い
ん

長ち
ょ
う

）
は
「
第だ

い

８
９
回か

い

文ぶ
ん

協き
ょ
う
ド
ミ
ン
ゴ
・
コ

ン
サ
ー
ト
」
を
３
０
日に

ち

午ご

前ぜ
ん

１
１
時じ

か
ら
、
文ぶ

ん

協き
ょ
う

小
し
ょ
う

講こ
う

堂ど
う

（R
u

a Sao Jo
a-

は
な
い
そ
う
だ
が
、「
来ら

い

場
じ
ょ
う

者し
ゃ

建け
ん

設せ
つ

の
経け

い

過か

を
見み

て
も
ら

い
、
立り

っ

派ぱ

な
パ
ビ
リ
オ
ン
が

で
き
る
こ
と
を
楽た

の

し
み
に
し

て
ほ
し
い
」
と
菊き

く

地ち

氏し

は
笑え

み
を
見み

せ
た
。
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

の

新あ
ら

た
な
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
期き

待た
い

を
集あ

つ

め
る
原は

ら

沢さ
わ

パ
ビ
リ
オ

ン
。
落ら

く

成せ
い

の
日ひ

が
待ま

ち
遠ど

お

し

い
。
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